
内 容

地域の防災力を高める
　南関東直下型地震発生を想定して、各避難所で防災訓

練が実施された（11月20日）。

　松ケ丘1丁目町内会では、災害時に地域の方々が自ら

実践できるよう、三角巾
きん

を使った救護の仕方や、放水訓

練などを行った。

　また、下ケ戸町内会でも、消火器や担架の使い方を学び、

さらに自主防災組織「もしもネットSAGEDO」を発足。

地域の防災力を高めるため、真剣な訓練が実施された。

ページ 2 平成17年度行政評価結果のお知らせ

 ５ 情報ひろば
 ９ 守谷市臨時職員登録希望者募集
 10 税に関する標語・作文コンクール表彰者紹介
 19 生涯学習コーナー
 24 MORIYA☆フォトニュース
 26 みんなのひろば
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市
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
「
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
取
り
組
み
、
市
の
仕
事
の
目
的
や
手
段
な
ど
、
内
容
の
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
の
全
施
策
と
全
事
務
事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の

結
果
（
16
年
度
事
業
実
績
の
評
価
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
2
回
に
分
け
て
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
施
策
評
価
結
果
の
概
要
、
次
回
（
広
報
も
り
や
1

月
10
日
号
）
は
、
事
務
事
業
評
価
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
行
政
評
価
結
果
の
お
知
ら
せ
（
そ
の
1
）

　

何
を
評
価
す
る
の
？

　

ま
ず
、
市
の
す
べ
て
の
行
政
活
動
を
、

目
標
と
す
る
将
来
像
「
夢
と
希
望
に
あ
ふ

れ
る
ま
ち
」
実
現
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
政
策
体
系
に
位
置
付
け

て
考
え
ま
す
（
下
図
参
照
）
。

　

こ
の
体
系
で
は
、
頂
点
に
将
来
像
を
実

現
す
る
た
め
の
基
本
理
念（
政
策
）が
据
え

ら
れ
、そ
れ
を
具
体
化
す
る
手
段（
施
策
）、

さ
ら
に
施
策
を
実
現
す
る
具
体
的
手
段（
事

務
事
業
）
と
、
上
か
ら
順
に
展
開
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
体
系
の
中
の「
施
策
」と

「
事
務
事
業
」
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、

上
位
の
政
策
と
連
動
し
た
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

  

結
果
は
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
？

　

施
策
と
事
務
事
業
の
評
価
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
公
共
機
関
の

窓
口
で
公
開
し
、
透
明
性
の
あ
る
行
政
運

営
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
評
価
結
果
を
「
ま
ち
づ

く
り
の
全
庁
重
点
課
題
」
と
関
連
さ
せ
て

検
討
し
直
し
、
市
の
目
標
と
す
る
「
将
来

像
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
施
策
を

重
点
的
に
進
め
て
い
く
か
、
市
の
上
層
部

で
十
分
に
議
論
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
は
市
の
「
経
営
方
針
」
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
次
年
度
は
こ
の
方
針
に

基
づ
い
て
、
事
務
事
業
の
改
革
改
善
の
方

向
性
と
予
算
配
分
を
決
定
し
、
実
行
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

施
策
の
評
価
結
果
概
要
に
つ
い
て

施
策
の
評
価
結
果
概
要
に
つ
い
て

政策
（施策の大綱）

施策
（将来像を実現するための手段）

事務事業
（施策の具体的手段）

庁議（最終決定）
全庁政策会議結果を、次年度経営方針として決定します

全庁政策会議
市長・助役・教育長・部長などで、まちづくりの課題と重
点施策、施策ごとの方針・方向性を全庁的に検討します

施策評価（２次評価）
市長ほか特別職・部長などが、
市の役割発揮度などについて
全庁的に評価します

施策評価（１次評価）
施策の主管課長と関係課長で、
成果水準や今後の課題などにつ
いて検討します

事務事業評価
担当係長が中心となり、事業の成
果や施策への貢献度について評
価、改革改善について検討し
た後、担当課長が全庁的に評
価します

施策企画会議

全庁政策評価
会議の結果（経
営方針）を受
け、施策の主
管課長と関係
課長とで、施
策の中での事
務事業の進め
方を検討しま
す（次年度の予
算編成にも反
映されます）

事務事業の執行

⬆

⬆　　　　　　　　　　　　  ⬇　

⬆

⬆　　　　　　　　　　　　  ⬇　

S
E
E
（
評
価
）

P
L
A
N
（
企
画
）

Ｄ
Ｏ（
実
施
）

守谷市の政策体系守谷市の政策体系守谷市の政策体系 守谷市行政評価システムの流れ守谷市行政評価システムの流れ守谷市行政評価システムの流れ



3 広報もりや2005.12.10

●行政評価結果のお知らせ（その１）

　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

　

全
庁
重
点
課
題
と
は
？

　　

市
が
目
標
と
す
る
将
来
像
「
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
実
現
の
た
め
に
、
市

全
体
で
優
先
的
に
取
り
組
む
課
題
の
こ
と

で
す
。
現
在
は
3
つ
の
重
点
課
題
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
施
策
は
、
重
点
施
策
と
し
て
推

進
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

【
全
庁
重
点
課
題
】

① 

こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
社
会
を

　

は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

　

 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
康
で

健
や
か
に
の
び
の
び
と
育
つ
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
子
育
て
支

援
・
教
育
・
保
健
医
療
を
重
視
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る

〈 

重
点
施
策
〉
児
童
福
祉
、
学
校
教
育
、

保
健
・
医
療

②
市
民
と
と
も
に
あ
ゆ
む

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

 

市
民
が
安
全
安
心
で
、
い
き
い
き
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認

識
し
、
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る

〈
重
点
施
策
〉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
民
参
加

③ 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
活い

か
し
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

 

人
が
訪
れ
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
も
り
や
の
顔
と
な

る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
図
る
と
と
も

に
、
緑
の
保
全
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る

〈 

重
点
施
策
〉
も
り
や
の
顔
と
な
る
地

区
の
形
成
、
公
園
・
緑
地
、
都
市
景
観
、

土
地
利
用
、
商
工
業

　

施
策
評
価
の
方
法
は
？

 　

ほ
と
ん
ど
の
施
策
は
、
複
数
の
課
と
連

携
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
の
施
策
を
中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
課

を
主
管
課
と
定
め
、
主
管
課
長
と
関
係
課

長
と
で
1
次
評
価
、
市
長
な
ど
特
別
職
や

部
長
な
ど
で
2
次
評
価
を
行
う
と
い
う
、

2
段
階
の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
施
策
の
目
的
を

対
象
（
施
策
が
働
き
か
け
る
人
や
モ
ノ
な

ど
）と
、
意
図（
対
象
を
ど
の
よ
う
な
状
態
に

し
た
い
の
か
）に
分
け
て
記
述
し
、そ
の
量

や
大
き
さ
を
具
体
的
な「
指
標
」と
し
て
設

定
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
成
果
の
現
状

水
準
や
背
景
、今
後
の
課
題
、市
の
役
割
発

揮
度
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

施
策
評
価
結
果
の
概
要

　

守
谷
市
総
合
計
画
で
は
、
総
合
計
画
体

系
に
基
づ
い
て
全
45
施
策
を
設
定
し
て
い

ま
す
が
、
行
政
評
価
で
は
こ
れ
ら
を
さ
ら

に
整
理
し
（
統
合
3
、
分
割
2
）、
全
44

施
策
と
し
て
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
評
価
結
果
を
元
に
決
定
し
た

施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
（
３
〜
４
頁
紹
介
）。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

施策の方向性概要（その１）
施　策　名 成　果　指　標

成果の実績値 来年度
総コスト
の方向性

成果の
方向性 主　な　方　針

15年度 16年度

児童福祉 安心して出産、子育てするのに適した町
と思っている世帯の割合 44.6% 未把握 ⬆ ⬆ 保育所の待機児童の解消を図る

高齢者福祉 健康で元気な老後を暮らしている高齢者
の割合 未把握 52.4% ➡ ➡

引き続き元気な高齢者を増やす取組
みを行う

介護保険 介護サービス利用率 81.3% 81.5% ➡ ➡ 予防策を充実し介護費用の削減を図る

障害者福祉
障害者福祉サービスを受けることによっ
て、安心して暮らせると思っている障害
者の割合

未把握 未把握 ⬇ ➡ 障害者の自立への支援を行う

保健・医療 定期的に健康診査を受診する人の割合 75.7% 未把握 ⬇ ⬆ 疾病予防に力を入れ、医療費削減を図る

社会保障

制度に加入していることによって、必要なと
きに必要な医療又は給付を受けられると思っ
ている人の割合

未把握 未把握
➡ ➡ 引き続き医療費抑制への取組みを行う

被保護者の中で自立（受給廃止）した人の
割合と人数 5.2%（4人） 3.7%（3人）

地域福祉 きめ細かい利用者本位の福祉サービスが
受けられていると感じている市民の割合 未把握 未把握 ⬇ ➡

地域住民の連携による助け合いの充
実を図る

ユニバーサルデザイン 歩道段差解消済交差点の割合 未把握 60.0% ⬆ ⬆ 歩道段差解消工事を完結させる

環境の保全 再生原料商品（グリーン製品）を購入して
いる市民の割合 未把握 63.0% ⬇ ⬆

市民との協働による環境美化を推進
する

ごみ処理・し尿処理 ごみの排出量 16,185 t 15,936 t
➡ ➡

一般廃棄物収集の有料化に向けて検
討する集団資源物回収量 1,085 t 1,047 t

公園・緑地 公園を利用して、やすらぎを感じる市民
の割合 86.01% 89.71% ⬇ ⬆

市民との協働による公園管理の拡大
を目指す

コストの方向性：⬆（増額）、➡（維持）、⬇（削減）　　 成果の方向性：⬆（成果向上を目指す）、➡（成果維持を目指す）
※次頁には概要その２掲載

施　　策
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施　策　名 成　果　指　標
成果の実績値 来年度

総コスト
の方向性

成果の
方向性 主　な　方　針

15年度 16年度

火葬場・墓地 火葬場利用割合 99.0% 95.0%
➡ ➡ 火葬場周辺整備について検討する

市内墓地未利用区画数 988区画 555 区画

防　災 火災発生件数 18件 15件
⬆ ⬆ 市民の防災意識の高揚を図る

防災訓練参加者数 562人 538 人

防　犯 犯罪件数（刑法犯認知件数） 1,424 件 1,329 件 ➡ ⬆ 市民・関係機関との協働による防犯
活動を推進する

交通安全 人身事故発生件数 372件 363 件
➡ ⬆ 守谷駅周辺の放置自転車、違法駐車

対策を強化する死亡者数 4人 3人

公害対策 基準値内調査地点数割合　大気（NO₂） 93.3% 100.0%
➡ ➡ アスベストに関する情報提供に努める

基準値内調査地点数割合　水質 91.2% 95.8%
消費者行政 相談件数 未実施 340件 ➡ ⬆ 消費者相談体制の充実を図る

学校教育 学校が楽しい、勉強がわかると答えた割合 未調査 80.0% ➡ ⬆ 守谷小学校校舎の建替えについて検
討する

青少年教育 青少年対象の健全育成事業に登録している人数 3,923 人 3,827 人 ⬇ ➡ 青少年の居場所づくりを進める

生涯学習
自主サークル化団体数 ３団体 6団体

⬇ ⬆ 公民館、図書館維持管理の民間活用
を検討する生き生きライフリーダーバンク登録者数 106人 169 人

社会体育 日ごろからスポーツを行っている市民の割合 未把握 未把握 ⬇ ➡ １人１スポーツ運動を促進する
コミュニティ 自治会加入率 78.82% 78.29% ➡ ⬆ 区への加入を促進する
地域文化の創造
と保護 芸術、文化活動に参加しているサークル数 296団体 314 団体 ➡ ➡ 市民の活動や取組みによる文化の「創

造」を進める
国際交流 外国人と違和感なく付き合える市民の割合 未把握 未把握 ➡ ➡ 引続き市民主導の国際交流を促進する
基本的人権の尊
重と同和対策

日常生活において、人権侵害などで不愉快
な思いをしたことのある市民の割合 未把握 未把握 ⬇ ➡ 啓発事業を継続していく

男女共同参画社会 「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担の考え方に同感しない人の割合 49.6% 未把握 ➡ ⬆ 市が積極的に推進していく

土地利用 市街化区域内で宅地課税されていない土地
の市街化区域面積に占める割合 41.0% 40.5% ⬆ ⬆ 駅前整備工事の早期完成を図る

都市計画 都市施設の整備がされていると感じている市民の割合 56.7% 未把握 ➡ ➡ 市街化調整区域における、住宅の最低宅地面
積の拡大及び誘致施設の規制緩和を検討する

都市景観 地区計画・建築協定・緑化協定などの面積 695.37ha 695.36ha ➡ ⬆ 都市景観条例は、平成18年 10月施
行に向けて制定する

住宅環境 持家率
未把握 未把握 ➡ ➡ 引続き良質な居住環境を保全する

一人当たりの延床面積
道路網の整備 道路舗装率 71.47% 74.82% ⬆ ⬆ 守谷駅へのアクセス向上を図る

上水道 給水人口 52,194 人 52,701 人
⬇ ⬆ 民間委託（指定管理者含む）の活用を図る

1日最大給水量 16,535 ㎥ 16,948 ㎥
下水道 普及率 96.9% 99.9% ⬇ ⬆ 民間委託（指定管理者含む）の活用を図る
つくばエクスプ
レスの整備

秋葉原駅及びつくば駅までの移動時間及
び費用

守谷～秋葉原
35分

守谷～秋葉原
32分 ⬇ ⬆ 東京駅延伸を促進する

バス交通の充実 バス路線がカバーする面積の市の面積に占
める割合 55.4% 55.4% ⬇ ⬆ 利用状況、交通事情に応じたルート

の改善を促進する
情報化の推進 ホームページへの 1日平均アクセス数 467回 651 回 ➡ ⬆ 守谷市情報化基本計画に基づき推進していく
もりやの顔とな
る地区の形成

商業エリアの土地利用率（土地利用面積／
対象商業エリア面積） 0.0% 0.0% ⬇ ⬆ 守谷駅周辺地区の早期有効活用を促

進する
農　業 農業産出額 17億3,000万円 17億3,000万円 ➡ ⬆ 農地の活用方法を検討する

商工業 工業製品出荷額（市民１人当り） 446円 446 円
⬇ ⬆ 守谷駅周辺の商業ゾーンの早期立ち

上げを促進する小売業売上高（市民１人当り） 107円 107 円

市民参加 行政に参画しやすいと感じる市民の割合 未把握 未把握 ➡ ⬆ （仮称）守谷市協働のまちづくり推進
条例及び指針を制定する

行政運営 職員１人当たりの市民の数 135人 139 人 ⬇ ⬆ 行政改革を推進し、効率的な行政運
営を行う

財政運営
経常収支比率 86.4% 89.8%

⬇ ⬆ 公共施設使用の受益者負担の適正化
を図る自主財源比率 56.3% 58.8%

広域行政（★） 市民１人当たりの負担金の額（ゴミ処理、
消防、租税機構、し尿処理、火葬場） 30,000 円 28,000 円

施策の方向性概要（その２）

コストの方向性：⬆（増額）、➡（維持）、⬇（削減）　　 成果の方向性：⬆（成果向上を目指す）、➡（成果維持を目指す）
★：「広域行政」は常総広域組合負担金のみのため、方向付けをしていません
※成果指標、主な方針が複数ある施策は、抜粋して掲載しています

評価結果の公開
平成17年度に行った評価の詳しい内容は、市ホームページでご覧いただけるほか、
来年１月以降、市内各公共施設の窓口で閲覧できるようになる予定です。

▼閲覧予定施設　 市役所（総合窓口課、企画課）、中央図書館、市内各公民館、 
仲町行政サービスセンター、文化会館
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個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん

消
費
税
の
届
出
は

お
済
み
で
す
か
？

　

前
々
年
の
課
税
売
上
高
が
、

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
は
、

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り

ま
す
の
で
、
消
費
税
の
申
告
・

納
付
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業

者
と
な
る
方

● 

速
や
か
に
『
課
税
事
業
者
届

出
書
』を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

● 

日
々
の
記
帳
や
書
類
の
保
存

が
必
要
で
す

※ 

帳
簿
と
請
求
書
な
ど
の
保
存

が
な
い
と
、
仕
入
れ
や
経
費

の
支
払
い
の
際
の
消
費
税
分

を
控
除
で
き
ま
せ
ん

● 

消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を

選
択
す
る
方

●『
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出

　

書
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※ 

平
成
17
年
に
新
た
に
課
税
事

業
者
と
な
っ
た
方
、
平
成
18

年
に
課
税
事
業
者
で
あ
る
方

は
、
12
月
31
日（
土
）ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
先　

竜
ケ
崎
税
務
署
個

人
課
税
部
門　

☎
０
２
９
７
―

60
―
２
０
２
９

２
月
か
ら

　

市
で
は
、
守
谷
駅
周
辺
一
体

型
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
宅
地
を
、
平
成
18
年
２
月
か

ら
３
回
に
分
け
て
販
売
す
る
予

定
で
す
。

　

な
お
、
販
売
区
画
な
ど
詳
細

が
決
定
次
第
、
広
報
紙
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
販
売
方
法
（
予
定
）

【
住
宅
エ
リ
ア
】

● 

３
０
０
㎡
以
下
の
土
地　

市

民
の
方
を
対
象
と
し
た
抽
選

（
限
定
抽
選
）

※ 

市
民
か
ら
の
応
募
が
な
い
場

合
、他
市
町
村
の
方
も
参
加
可

● 

３
０
０
㎡
以
上
の
土
地　
対
象

者
の
限
定
な
し（
一
般
入
札
）

【
商
業
エ
リ
ア
】

● 

６
０
０
㎡
以
下
の
土
地　

市

内
業
者
優
先（
☆
）の
抽
選

☆
優
先
順
位

順
位
１  

隣
接
地
権
者（
商
業
者
）

順
位
２　

区
域
内
地
権
者

順
位
３　

市
内
商
業
者

順
位
４　

市
民

※ 

市
内
業
者
な
ど
の
応
募
が
な

い
場
合
、
他
市
町
村
の
方
も

参
加
可

● 

６
０
０
㎡
以
上
の
土
地　
対
象

者
の
限
定
な
し（
一
般
入
札
）

▼
問
合
先　

守
谷
駅
周
辺
区
画

整
理
事
務
所  

☎
20
―
０
２
５
５

沿道利用地区

沿道利用地区

沿道利用地区

住宅Ｂ地区

住宅Ｃ地区
住宅Ｃ地区

住宅Ｃ地区
商業Ａ地区

商業Ｂ地区
生活利便地区

住宅Ｃ地区

住宅Ｃ地区

住宅Ａ地区

第１期販売区域
第２期販売区域
第３期販売区域

至
秋
葉
原

至
つ
く
ば

西口
広場 東口広場

JA

つくばエクスプレス

関東鉄道
常総線

国道294号

コンビニ

交
番

守谷駅前の販売予定地

販売計画表（予定）

◎住宅Ａ地区（低層住宅地）
　 第一種住居地域、建ぺい
率60％、容積率200％

◎住宅Ｂ地区（中層住宅地）
　 第一種住居地域、建ぺい
率60％、容積率200％

◎住宅Ｃ地区（住宅地）
　 第一種住居地域、建ぺい
率60％、容積率200％

◎沿道利用地区
　建ぺい率60％、容積率200％
◎ 商業Ａ地区（商業・文化施
設などの誘致区域）

　 商業地域、建ぺい率80％、
容積率500％

◎ 商業Ｂ地区（飲食店・娯楽
施設などの誘致区域）

　 商業地域、建ぺい率80％、
容積率400％

◎ 生活利便地区（小規模店舗
などの誘致区域）

　 近隣商業地域、建ぺい率
80％、容積率300％

時 期 区画
数

面 積
（㎡）

第１期 平成18年２月 47 16,392.53

第２期 　   〃   10月 21 7,294.30

第３期 平成19年10月 20 8,584.71

計 88 32,271.54

情　報
ひろば
くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ

お知らせ
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　年末年始の市役所業務は、一部の業務を
除き、下表のとおりお休みとなります。
　市民の皆さんには何かとご不便をお掛け
しますが、ご理解くださいますようお願い
します。

業務休止期間
市役所

12月29日（木）～
1月3日（火）

上下水道事務所
保健センター
仲町行政サービスセンター
文化会館
保育所
児童館
市民活動支援センター
各公民館

12月28日(水）～
1月4日（水）

中央図書館
各公民館図書室
児童クラブ
もりや学びの里
※ 郷州・高野・北守谷公民館では、12月28日と
1月4日は、諸証明の発行業務のみ行います

市役所業務休止期間のお知らせ
年末年始

ごみ収集休止期間
12月29日（木）から１月３日（火）まで
※ ごみ収集業務開始は、４日（水）の可燃ごみ
からです

　年末年始は、ごみが大量に出る時期です。
もりやクリーンカレンダーを確認し、早め
の大掃除に心掛けましょう！

年内最終収集日 収集内容
12月15日（木） 空き缶・ビン収集日
　　22日（木） 紙・布類収集日
　　27日（火） 不燃ごみ収集日
　　28日（水） 可燃ごみ収集日

ごみ収集日程のお知らせ

区分
 支払月

一　般　分 退　職　分 国 保 老 人

医療給付 高額療養費 医療給付 高額療養費 医療給付

平
成
17
年
10
月

被保険者数（人） 11,075 2,860 2,754

件数（件） 8,812 136 3,920 50 6,336

金額（円） 　A 105,837,592 12,738,769 52,523,878 3,843,925 169,444,395

一件あたりの金額（円） 12,011 93,667 13,399 76,879 26,743

国保加入者一人あたりの金額 (円) 9,556 1,150 18,365 1,344 61,527

平
成
16
年
10
月

被保険者数（人） 10,924 2,516 2,866

件数（件） 8,097 95 3,447 41 6,288

金額（円） 　B 101,974,095 8,307,321 46,897,940 3,291,350 141,057,737

一件あたりの金額（円） 12,594 87,445 13,605 80,277 22,433

国保加入者一人あたりの金額 (円) 9,335 760 18,640 1,308 49,218

前年度との比較 (A－B） 3,863,497 4,431,448 5,625,938 552,575 28,386,658

　

現
地
踏
査
は
、
原
則
と
し
て

民
地
へ
の
立
ち
入
り
は
行
い
ま

せ
ん
。ま
た
、民
地
所
有
者
と
の

立
ち
合
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
期
間　

平
成
18
年
３
月
下
旬

ま
で
▼
対
象  

市
内（
人
口
集
中

地
区
）▼
内
容  

現
地
踏
査
※
調

査
員
は
、
腕
章
を
着
用
し
身
分

証
明
書
を
携
行

▼
問
合
先　

都
市
再
生
機
構　

東
日
本
支
社
都
市
再
生
企
画
部

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
チ
ー
ム

☎
03
―
５
３
２
３
―
２
４
３
８

 

「
も
り
や
チ
ャ
リ
ナ
ビ
」
は
、

市
内
の
由
緒
あ
る
神
社
や
仏
閣
、

自
然
景
観
な
ど
の
見
所
を
掲
載

し
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

情
報
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

市
内
を
６
つ
の
コ
ー
ス
に
分

け
、
自
転
車
で
掛
か
る
時
間
や

距
離
、
ま
た
写
真
な
ど
で
見
所

の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
に
乗
っ
て
、
守
谷
の
再

発
見
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.m

oriya.
ibaraki.jp/chari_navi/

▼
問
合
先　

市
役
所
経
済
課　

内
線
２
６
１

税
金
納
付
に
は

便
利
で
安
心
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
指
定

す
る
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
付
で
き
ま
す
。
「
毎
日
忙

し
く
、
市
役
所
や
金
融
機
関
に

納
め
に
行
く
の
が
大
変
」「
う

っ
か
り
忘
れ
て
、
納
め
に
行
っ

た
ら
延
滞
金
が
付
い
て
い
た
」

と
い
っ
た
方
に
は
便
利
で
す
。

▼
手
続
方
法　

預
貯
金
通
帳
・

通
帳
届
出
印
を
持
参
の
上
、
希

望
す
る
金
融
機
関
・
郵
便
局
の

窓
口
で
直
接
手
続
す
る
※
申
込

用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
に
用
意

▼
問
合
先　

市
役
所
収
納
推
進

室
収
納
管
理
Ｇ　

内
線
２
０
９

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

現
地
踏
査
期
間
延
長

　
「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

の
一
環
と
し
て
、
独
立
行
政
法

人「
都
市
再
生
機
構
」が
、
公
共

基
準
点
及
び
官
民
境
界
な
ど
の

状
況
を
調
査
す
る
、
現
地
踏
査

の
実
施
期
間
が
延
長
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
と

は
、
都
市
部
の
地
籍
調
査
を
推

進
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
デ
ー

タ
を
整
備
す
る
も
の
で
、
人
口

集
中
地
区
を
対
象
に
実
施
す
る

調
査
で
す
。

守谷市医療費支出状況

お知らせ

「
も
り
や
チ
ャ
リ
ナ
ビ
」
で
守
谷
を
再
発
見
し
よ
う
！
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街
頭
犯
罪
に
ご
注
意
！

　

空
き
巣
、
車
上
狙
い
、
自
転

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
な
ど
の
街

頭
犯
罪
が
、
皆
さ
ん
の
周
り
で

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

取
手
警
察
署
管
内
に
お
け
る
、

10
月
末
現
在
の
発
生
件
数
は
約

１
８
０
０
件
で
、
昨
年
に
比
べ
約

３
２
０
件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
予
防
対
策

▼
空
き
巣

● 

出
窓
・
掃
き
出
し
窓
・
腰
高

窓
の
二
重
ロ
ッ
ク
を
！

● 

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
角
砂
利

な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ
活
用
を
！

● 

在
宅
を
装
っ
た
対
応
（
室
内
灯

　

の
点
灯
、
ラ
ジ
オ
の
付
け
っ
放

　

し
）を
！

● 

地
域
ぐ
る
み
の
声
掛
け
や
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
！

▼
車
上
狙
い

● 

車
内
に
バ
ッ
グ
な
ど
を
置
か
な
い
！

● 

イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
な
ど
盗
難
防
止

機
材
の
活
用
を
！

● 

自
宅
車
庫
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や

門
扉
な
ど
の
設
置
を
！

▼
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

● 
二
重
ロ
ッ
ク
の
徹
底
を
！

● 
必
ず
防
犯
登
録
を
！

▼
問
合
先　

取
手
警
察
署　

☎
０
２
９
７
―
77
―
０
１
１
０

製
造
業
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
、
12
月
か
ら
平
成
18
年
１

月
に
か
け
て
、
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

市
役
所
企
画
課
統

計
Ｇ　

内
線
３
３
３
・
３
３
４

道
路
工
事
に
伴
う
交
通
規
制

　

道
路
改
良
工
事
に
伴
う
雨
水

管
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
工
事
期
限　

平
成
18
年
３
月

31
日
▼
工
事
箇
所　

板
戸
井
地

内
▼
施
工
業
者　
（
有
）須
賀
緑

化
土
木

▼
問
合
先　

市
役
所
建
設
課
道

路
建
設
Ｇ　

内
線
２
５
４

鬼
怒
川

滝
下
橋

GS

板戸井

工事箇所
迂回路
う

前原

　県内で発生した交通死亡事故の内、10件に１
件は飲酒運転による死亡事故です。また、交通
事故死者数の４割は、無謀運転（速度超過・右側
通行・酒酔い運転・信号無視）が原因です。
　アルコールは、危険に対する注意力や判断力
を低下させるため、速度超過などの無謀運転が
多くなります。お酒を飲む機会が増える年末年
始、お酒を飲んだ人には運転させないように、
家族や同僚・友人、飲食店など周囲の人が注意
してあげましょう。

大切な命を守るため、
飲酒・無謀運転ゼロのまちを

創りましょう

西・東口公衆用トイレが設置されました！
　守谷駅の１階エレベーター乗場付近に、公衆用

トイレができました。男女トイレのほか、障害の

ある方などにも利用しやすい多目的トイレです。

　皆さんのトイレです。清潔に使いましょう！

家庭、地域や職場で
「飲酒運転追放三ない宣言」
●酒を飲んだら運転しない

●酒を飲んだ人には運転させない

●運転する人に酒を出さない・すすめない

道路交通法における飲酒運転の罰則規定
違反行為 罰　　則

酒酔い運転 ３年以下の懲役、又は50万
円以下の罰金

酒気帯び運転 １年以下の懲役、又は30万
円以下の罰金

酒気帯び検査の拒否 30万円以下の罰金

▼問合先　 県生活文化課安全なまちづくり推進室
☎029－301－2842

守谷市 取手警察署管内

0

50

100

150

200

250

46

105

158

210

175

220

空き巣 車上狙い 自転車・オ
ートバイ盗

0

200

400

600

800

178
253

430

587 588
674

空き巣 車上狙い 自転車・オ
ートバイ盗

平成16年１月～10月
平成17年１月～10月

守
谷
駅

新
守
谷
駅

南
守
谷
駅

至つくば
つくば
エクスプレス

至秋葉原

東口広場

西口広場

：設置箇所

関
東
鉄
道

常
総
線

守谷駅がさらに快適に！

お知らせ
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健
康
が
一
番
！

介
護
予
防
教
室

① 

料
理
が
高
齢
者
の
健
康
を
支

え
る

▼
日
時 

１
月
14
日（
土
）
午
前

9
時
30
分
〜
正
午
▼
会
場　

中

央
公
民
館
▼
対
象　

市
内
在
住

の
方
20
名
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費　

無
料
▼
持
参
品　

エ

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
浴
用
タ
オ

ル
1
枚
、
筆
記
用
具
▼
申
込
締

切
り　

12
月
27
日
（
火
）

②
転
倒
予
防
教
室

▼
日
時 

1
月
18
日（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
▼
会
場　

市
役
所

1
階
大
会
議
室
▼
対
象　

市
内

在
住
の
方
30
名
※
超
過
の
場
合

抽
選
▼
内
容　

転
倒
骨
折
予
防

に
関
す
る
講
義
と
実
技
▼
講
師

健
康
運
動
指
導
士
▼
持
参
品　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
し
や

す
い
服
装
▼
申
込
締
切
り　

1

月
16
日
（
月
）
※
12
月
28
日
〜

1
月
4
日
を
除
く

③ 

転
倒
・
骨
折
を
防
ぐ
予
防
教
室

▼
日
時　

1
月
21
日（
土
）午
前

10
時
〜
正
午
▼
会
場　

峰
林
荘

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
1
階

▼
対
象　

市
内
在
住
の
方
25
名

※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
講
師 

鈴す
ず
き木
美み

ち

よ
千
代
氏（
メ
デ
ィ
カ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
▼
参
加
費　

無
料
▼
持

参
品　

バ
ス
タ
オ
ル
1
枚
、
運

動
し
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具
▼

申
込
締
切
り　

1
月
17
日（
火
）

▼
申
込
方
法　

電
話
又
は
窓
口

で
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
介

護
福
祉
課
高
齢
福
祉
G　

内
線

１
７
３ 

①
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ま
ゆ
り 

☎
48
―
４
６
６

０　

②
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

わ
た
ぼ
う
し 

☎
46
―
２
０
０
２

③
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も

り
や　

☎
48
―
２
０
９
９

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

大
人
の
こ
こ
ろ
の
問
題

　

摂
食
障
害
の
治
療
と
、
こ
こ

ろ
の
病
を
持
つ
人
た
ち
の
社
会

復
帰
施
設（
作
業
訓
練
な
ど
）の

お
話
で
す
。
当
事
者
に
よ
る
、

施
設
で
の
体
験
談
も
発
表
し
て

も
ら
い
ま
す
。

▼
期
日　

①
1
月
11
日（
水
）②

1
月
30
日（
月
）▼
時
間　

①
②

午
前
10
時
〜
正
午
▼
内
容　

①

「
摂
食
障
害
に
つ
い
て
」
寺て

ら
し
ま島
康や

す
し

氏
②「
社
会
復
帰
施
設
に
つ
い
て
」

ハ
ー
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
理
事
長

及
び
当
事
者
▼
対
象　

市
内
在

住
・
在
勤
の
方
▼
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
又
は
窓
口
で

直
接
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

保

健
セ
ン
タ
ー 

☎
48
―
６
０
０
０

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

『
こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』

　

少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
む

中
、
男
女
と
も
働
き
方
を
見
直

し
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
た

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
職
業
生
活
と
家
庭

生
活
と
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

1
月
20
日（
金
）午
後

6
時
30
分
〜
7
時
45
分
▼
会
場 

県
立
図
書
館　

水
戸
市
三
の
丸

1
―
5
―
38
▼
講
師　

渥あ
つ
み美
雅ま

さ
こ子

氏
（
弁
護
士
・
女
性
と
仕
事
の

未
来
館
長
）▼
定
員　

２
０
０
名

▼
入
場
料　

無
料
※
託
児
あ
り

（
要
予
約
）
▼
申
込
方
法　

電
話

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル
で
申

し
込
む

▼
問
合
先　

県
労
働
政
策
課　

☎
０
２
９
―
３
０
１
―
３
６
４
０

０
２
９
―
３
０
１
―
３
６
４
９

rosei1@
pref.ibaraki.lg.jp

霞
ケ
浦
周
辺

冬
の
野
鳥
の
観
察

▼
日
時　

1
月
28
日（
土
）
午
前

9
時
50
分
〜
午
後
2
時
※
受
付

は
午
前
9
時
30
分
〜
▼
集
合
場

所　

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

土
浦
市
沖
宿
町
１
８
５
３
▼
観

察
場
所　

石
岡
市
高
浜
▼
定
員

先
着
30
名
▼
講
師　

山や
ま
ぐ
ち口
萬ま

す壽

美み

氏（
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料
※
筆
記
用
具
・

弁
当
・
飲
み
物
持
参
▼
申
込
方

法　

住
所
・
氏
名
・
学
年
（
年

齢
）・
電
話
番
号
及
び
送
迎
バ

ス
（
土
浦
駅
東
口
午
前
9
時
発
）

の
有
無
を
、
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
伝
え
、
1
月
27
日（
金
）ま
で

に
申
し
込
む 

▼
申
込
・
問
合
先　

霞
ケ
浦
環

境
科
学
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９

―
８
２
８
―
０
９
６
２　

０

２
９
―
８
２
８
―
０
９
６
７

図
書
館
奉
仕
員

（
非
常
勤
一
般
職
員
）

　

司
書
資
格
、
又
は
6
か
月
以

上
の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。

▼
登
録
有
効
期
間　

4
月
1
日

（
土
）〜
平
成
19
年
3
月
31
日（
土
）

で
、
申
請
者
の
希
望
す
る
期
間

▼
勤
務
内
容　

図
書
館
の
資
料

の
貸
出
・
返
却
・
整
理
・
貸
出

準
備
な
ど
▼
勤
務
場
所　

中
央

図
書
館
、中
央
・
郷
州
・
高
野
・

北
守
谷
の
各
公
民
館
図
書
室
▼

報
酬　

時
給
８
０
０
円
▼
選
考

審
査
・
採
用　

書
類
審
査
な
ど

で
選
考
し
、
採
用
者
に
「
雇
用

通
知
書
」
を
送
付
▼
提
出
書
類

登
録
申
請
書（
申
請
先
に
用
意
）、

履
歴
書（
市
販
の
様
式
）、
司
書

資
格
証
明
書
の
写
し（
有
資
格

者
の
み
）、
健
康
診
断
書（
未
受

診
者
に
は
問
診
票
を
用
意
）

▼
申
請
期
間　

1
月
5
日（
木
）

〜
随
時
※
4
月
1
日
採
用
希
望

者
は
、
2
月
17
日（
金
）ま
で
に

申
請
▼
申
請
方
法　

本
人
が
直

接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
請
・
問
合
先　

中
央
図
書

館　

☎
45
―
１
０
０
０

平
成
18
年
度

 

開　
　

催

開　
　

催

 

開　
　

催

募　集 ・ 開　催

 
募　
　

集

募　
　

集

 
募　
　

集
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平平
成
18
年
度

　

市
臨
時
職
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）

　
　
　
　
　
　

登
録
希
望
者
募
集

平
成
18
年
度

　

市
臨
時
職
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）

　
　
　
　
　
　

登
録
希
望
者
募
集

▼
登
録
有
効
期
間

　

 

4
月
1
日（
土
）〜
平
成
19
年

3
月
31
日（
土
）の
間
で
、
申

請
者
の
希
望
に
よ
り
設
定

▼
申
請
期
間

　

1
月
5
日
（
木
）
〜

※ 

希
望
す
る
登
録
期
間
開
始
日

の
10
日
前
ま
で
に
申
請

※ 

4
月
1
日
か
ら
採
用
予
定
の

職
種
は
、
2
月
17
日（
金
）ま

で
に
申
請
し
た
方
か
ら
選
考

※ 

保
育
士
・
保
育
所
調
理
補
助

員
・
保
育
所
用
務
員
に
つ
い

て
は
、
1
月
31
日（
火
）ま
で

の
申
請
者
か
ら
選
考

▼
選
考
審
査
・
採
用

　

 

面
接
審
査
又
は
書
類
審
査
に

よ
り
各
担
当
課
が
選
考
し
、

採
用
者
に「
雇
用
通
知
書
」を

送
付

※ 

不
採
用
の
通
知
は
し
な
い
。

登
録
者
多
数
の
職
種
は
、
登

録
期
間
内
に
採
用
さ
れ
な
い

　

市
で
は
、
臨
時
職
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）を
採
用
す
る
際
、
あ
ら

か
じ
め
働
き
た
い
期
間
や
職
種
な
ど
を
登
録
し
た
方
か
ら
条
件

に
合
う
方
を
選
考
し
、
審
査
後
、
採
用
す
る
と
い
う
登
録
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
5
日
（
木
）
か
ら
、
平
成
18
年
度
の
事
務
職
補
助
、
技
能

職
補
助
な
ど
の
臨
時
職
員
希
望
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

場
合
あ
り

▼
必
要
書
類

● 

登
録
申
請
書（
申
込
先
、中
央・

　 

高
野
・
郷
州
・
北
守
谷
の
各

公
民
館
、
文
化
会
館
、
仲
町

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

用
意
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

● 

写
真
を
添
付
し
た
履
歴
書

（
市
販
の
様
式
）

● 

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し（
資
格
を
要
す
る
職
種
の
み
）

● 

健
康
診
断
書
の
写
し（
未
受
診

者
は
市
の
問
診
表
）

▼
申
請
方
法

　

 

必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
本

人
が
直
接
窓
口
で
申
し
込
む 

▼
申
請
・
問
合
先

　

 

市
役
所
総
務
課
職
員
G

　

内
線
２
２
２
・
２
２
３

※ 

職
種
内
容
は
各
担
当
課（
下
表

　
 

参
照
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

職　　　　種 資格 担　　当　　課

一般事務補助 不要 総務課、税務課、経済課、介護福祉課、
学校教育課、各公民館、上下水道事務所

保育士、子育て支援センター保育士、保育所 必要 児童福祉課調理補助員
児童クラブ指導員、児童厚生員補助、用務員 不要
介護支援専門員 必要 介護福祉課
学校図書館整理員、学校給食配膳員、学校用務員 不要 学校教育課
学校給食調理員補助員 不要 学校給食センター

レセプト点検員（診療報酬明細書点検員） 不要
※要経験 国保年金課

※上記以外でも、年度途中で新たな職種が発生した場合は、登録者から随時選考

登　録　募　集　職　種

守谷市役所
1 提 出

登
録
申
請
書

履
　
歴
　
書

健
康
診
断
書

資
格
証
明
書

担当課において

4　選　考　審　査

   （面接・書類審査など）

登　録　者　情　報

３　人　材　検　索

Ａ課
Ｂ課

Ｃ課

登録希望者

５ 雇用通知書　（採用された場合）

2 登　録

登録から採用まで
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竜
ケ
崎
税
務
署
で
は
、
税
の
仕
組
み
や
使
わ
れ
方
な
ど
を
、
中
高

生
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
、
ま
た
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
「
税
に
関
す
る
標
語
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
標
語
の
部
に
管
内
の
中
学
校
34
校
か
ら

６
３
１
１
点
、
作
文
に
は
24
校
１
３
９
３
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
内
の
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す（
敬

称
略
）。
な
お
、
選
ば
れ
た
標
語
は
、
１
月
10
日（
火
）か
ら
３
月
31
日

（
金
）ま
で
、
市
役
所
1
階
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。

■標語の部
○関東信越国税局長賞佳作
●安

あんざい

斉友
ゆ う き

紀さん（御所ケ丘中３年）
 『未来のため みんなの幸せ 消費税』
○竜ケ崎税務署長賞優秀
●佐

さ さ き

々木彩
あ や の

乃さん（けやき台中１年）
 『高齢化 支えてあげよう 私の税で』
○竜ケ崎税務署長賞佳作
●玉

た ま い

井奈
な お こ

生子さん（守谷中２年）
 『よくしたい。そんな思いに 生きる税』
●八

や ぎ

木雄
ゆうこん

建さん（愛宕中１年）
 『税金で 開く未来は 無限大』
●岡

お か べ

部佑
ゆ う き

暉さん（御所ケ丘中１年）
 『税金で 広がるみんなの 笑顔の輪』
●和

わ だ

田拓
た く ま

磨さん（御所ケ丘中３年）
 『考えよう みんなで支える 消費税』
○茨城県知事賞
●宮

みやこし

越早
さ わ

和さん（愛宕中３年）
 『納税は 暮らしの中の 合い言葉』
○関東信越税理士会竜ケ崎支部長賞
●伊

い と う

藤さゆりさん（御所ケ丘中２年）
 『１人ずつ いい国つくろう 納税宣言』
○茨城県租税教育推進協議会長賞
●金

か ね こ

子和
かずまさ

正さん（守谷中３年）
 『税金で 豊かな生活 笑顔の社会』
○竜ケ崎税務署管内租税教育推進協議会長賞優秀
●山

や ま だ

田祥
しょうこ

子さん（愛宕中１年）
 『その税が 日本の未来を 築きます』
○竜ケ崎税務署管内租税教育推進協議会長賞佳作
●野

の ざ と

里亜
あ み

実さん（けやき台中１年）
 『ありがとう！笑顔の裏に 消費税』

■作文の部
○竜ケ崎税務署長賞
●松

まつなが

永万
ま す み

澄さん （けやき台中３年）
 『税の課題』
○竜ケ崎税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞
●野

の ぐ ち

口裕
ゆ み

未さん （御所ケ丘中１年）
 『税について考えた事』
●北

きたじま

島彩
さ や か

香さん （御所ケ丘中２年）
 『税金のゆくえ』

　

税
と
聞
い
て
、
ま
ず
思
い
つ

く
の
は
消
費
税
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
少
な
く
と
も
私
は

そ
う
で
す
。

　

商
品
を
購
入
す
る
際
に
、
自

然
と
払
っ
て
い
る
の
が
消
費
税
。

商
品
の
５
%
を
必
ず
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が
知
っ

国
税
庁
長
官
賞

未
来
へ
の
架
け
橋
と
な
る
税

寺
て ら だ

田亜
あ ゆ み

由美さん

（けやき台中３年）

▲ 平成17年度税に関する中学生の標語・作文コンクー
ルの表彰式が、11月22日牛久市奥野生涯学習セン
ターで行われ、税務署管内23名の中学生に表彰状が
送られました

税税
に
関
す
る
標
語
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
者
紹
介

税
に
関
す
る
標
語
・
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
者
紹
介

て
い
る
の
は
こ
れ
ぐ
ら
い
で
、

税
に
つ
い
て
は
全
く
と
言
っ

て
よ
い
程
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
関
連
す
る

記
事
を
見
つ
け
て
も
、
あ
ま
り

興
味
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
然

と
税
か
ら
目
を
背
け
て
い
た
気

が
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
開
い
て
み
る
と
、
詳
し
く
分

か
り
や
す
く
事
細
か
に
載
っ
て

い
て
、
税
は
奥
が
深
い
と
い
う

こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
に
は
、
全
部
で
約
43
種
類

も
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
一
番
身
近
な
も
の
が
消
費←
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る
の
で
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
が
思
う
の
は
、
税
金

の
無
駄
遣
い
を
な
く
す
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
無
理
な
公

共
施
設
の
計
画
な
ど
は
や
め
て
、

も
っ
と
未
来
の
こ
と
を
考
え
、

国
民
が
必
要
と
す
る
こ
と
に

有
効
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
良
い
使
い
方
を

す
る
か
ら
こ
そ
、
税
は
未
来
に

も
生
き
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

税
は
お
互
い
を
助
け
、
支
え

合
う
こ
と
の
出
来
る
す
ば
ら
し

い
も
の
で
す
。
私
も
納
税
者
の

一
人
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
大

人
に
な
っ
て
も
し
っ
か
り
払
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
は
国
民
の
義
務

の
一
つ
で
す
。
脱
税
な
ど
は

も
っ
て
の
他
だ
と
思
い
ま
す
。

納
税
は
損
を
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
国
民
を

支
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
今
後

は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
無
く

す
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が

税
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
税

に
関
心
を
向
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
納
税
を
す
る
の
も

私
た
ち
、
日
本
の
未
来
を
つ
く

る
の
も
私
た
ち
な
の
で
す
か
ら
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
何
?

　

A
E
D
と
は
、
心
停
止
を
起

こ
し
た
傷
病
者
の
心
臓
に
除
細

動（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）を
与
え
て

蘇
生
さ
せ
る
医
療
機
器
で
す
。

　

こ
の
機
器
は
、
突
然
死
の
原

因
と
さ
れ
る
心
室
細
動
（
心
臓

が
痙け

い
れ
ん攣
を
起
こ
し
た
よ
う
な

状
態
）
の
治
療
に
効
果
が
あ
り
、

倒
れ
た
人
に
電
極
を
付
け
て
機

器
か
ら
流
れ
る
音
声
に
従
っ
て

操
作
す
る
も
の
で
、
呼
吸
や
心

拍
が
停
止
し
た
傷
病
者
の
心
電

図
を
自
動
解
析
し
、
措
置
が
必

要
な
場
合
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
て
心
臓
に
正
し
い
リ
ズ
ム

を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
細
動

の
実
施
が
1
分
遅
れ
る
ご
と
に
、

傷
病
者
の
生
存
は
約
10
%
ず
つ

低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
現
場
に
お
け
る
速
や
か
な

除
細
動
の
実
施
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
だ
れ
も
が
使
用
可
能
に

　

A
E
D
の
使
用
は
、
今
ま
で

医
療
従
事
者
や
救
急
救
命
士
に

し
か
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昨
年
7
月
に
厚
生
労

働
省
通
知
等
に
よ
り
規
制
が
緩

和
さ
れ
、
救
急
の
現
場
に
居
合

わ
せ
た
一
般
市
民
も
使
用
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

●
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
も
重
要

　

A
E
D
が
安
全
に
機
能
す
る

た
め
に
は
、
A
E
D
の
整
備

（
ハ
ー
ド
面
）
だ
け
で
な
く
、

A
E
D
の
取
扱
方
法
を
正
し
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

守
谷
消
防
署
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
A
E
D

を
含
む
心
肺
蘇
生
法
の
普
通
救

命
講
習
会
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
設
置
施
設
（
各
1
台
）

　

市
役
所
、
中
央
・
郷
州
・
高

野
・
北
守
谷
の
各
公
民
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
も
り
や
学
び
の

里
、文
化
会
館
、児
童
館
、小
・

中
学
校
※
市
役
所
に
は
貸
出
用

も
合
わ
せ
て
2
台
設
置

▼
問
合
先　

市
役
所
総
務
課

総
務
・
防
災
G　

内
線
２
２
４
・

２
２
５　

守
谷
消
防
署　

☎
46

―
０
１
１
９

　

市
で
は
、
公
共
施
設
や
小
中
学
校
な
ど
に
お
い
て
、
来
庁
者
や

児
童
生
徒
が
何
ら
か
の
要
因
で
心
停
止
に
な
っ
た
場
合
に
対
処

す
る
た
め
、
A
E
D
を
各
公
共
施
設
・
小
中
学
校
に
、
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
行
事
の
貸
出
し
用
と
し
て
合
計
23
台
を
配
備

し
ま
す
。

　

ま
た
、
迅
速
・
適
切
な
除
細
動
を
行
う
た
め
、
市
職
員
及
び
学

校
職
員
を
対
象
に
A
E
D
を
含
む
心
肺
蘇そ

せ

い生
法
の
普
通
救
命
講
習

を
計
画
的
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
学
校
施
設
や
公
民
館
な

市
内
学
校
施
設
や
公
民
館
な
ど
2222
か
所
に

か
所
に

　
A
E
D

A
E
D(

自
動
体
外
式
除
細
動
器

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

を
配
備
！

を
配
備
！

市
内
学
校
施
設
や
公
民
館
な

市
内
学
校
施
設
や
公
民
館
な
ど
2222
か
所
に

か
所
に

　
A
E
D

A
E
D(

自
動
体
外
式
除
細
動
器

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

を
配
備
！

を
配
備
！

市
内
学
校
施
設
や
公
民
館
な
ど
22
か
所
に

　
A
E
D(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

を
配
備
！

救命率の
向上を
目指して

税
で
、
５
%
の
内
４
%
が
国
税
、

１
%
が
地
方
税
と
分
け
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
国
税
は
、
内
閣
が

決
め
た
予
算
に
基
づ
き
、
私
た

ち
国
民
の
た
め
に
色
々
な
と
こ

ろ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校

の
教
科
書
を
は
じ
め
、
校
舎
や

体
育
館
な
ど
の
施
設
、
道
路

の
整
備
や
年
金
な
ど
も
税
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

中
学
生
は
、
一
年
間
に
つ
き
約

90
万
円
も
負
担
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

私
は
、
こ
ん
な
に
税
に
支
え
て

も
ら
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
税
は
と
て

も
大
切
な
も
の
だ
と
知
り
、
自

分
で
も
税
の
未
来
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
今
後
は
も
っ
と
年
金
や
介

護
金
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
益
々
税
金
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
少
子
化

の
た
め
に
納
税
者
が
今
よ
り
も

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
そ
う
な
る
と
、
納
税
者
一

人
当
た
り
の
納
税
額
を
引
き

上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る

と
考
え
ま
す
。
国
が
借
り
る
と

い
う
手
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在

で
も
公
債
金
が
約
35
兆
円
も
あ

←
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介護の手間に係る審査
（現行の２次判定過程に相当）

状態の維持又は
改善可能性の審査

●問合先　市役所介護福祉課介護保険G　☎45-1744（直通）

おしえて！介護保険

　

介
護
予
防
の
考
え
方

　　

介
護
保
険
制
度
が
10
月
か
ら

一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
18
年
4

月
か
ら
新
た
な
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

今
回
の
介
護
保
険
法
改
正
の

特
徴
は
、
新
予
防
給
付
の
創
設

と
地
域
支
援
事
業
の
創
設
を
行

い
「
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ

の
変
換
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
介
護
保
険
制
度
の
創

設
時
状
況
と
比
較
し
て
、
軽
度

者
の
大
幅
な
増
加
や
、
軽
度
者

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
状
態
の

改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
な

ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

た
め
で
す
。

　

特
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
介
護
状
態
で

あ
っ
て
も
、
状
態
が
そ
れ
以
上

に
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す
る
（
維

持
・
改
善
を
図
る
）こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

状
態
の
方
で
あ
っ
て
も
、
生
活

機
能
の
維
持
・
向
上
を
積
極
的

に
図
り
、
そ
の
人
の
生
活
・
人

生
を
尊
重
し
、
で
き
る
限
り
自

立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

支
援
す
る
「
自
立
支
援
」
に
向

け
た
取
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
来
年
4
月

か
ら
の
要
介
護
認
定
及
び
要
支

平成18年４月から

介護保険介護保険が変わります！

援
認
定
の
円
滑
な
導
入
を
行

う
観
点
か
ら
、
新
予
防
給
付
対

象
者（
自
立
支
援
に
向
け
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
）
の
選
定
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

新
予
防
給
付
対
象
者
の
選
定

　

現
在
の
認
定
調
査
項
目
の
79

項
目
に
加
え
、
高
齢
者
の
生
活

機
能
を
評
価
す
る
調
査
項
目
を

追
加
。
主
治
医
意
見
書
に
お
い

て
も
高
齢
者
の
生
活
機
能
の
評

価
を
拡
充
し
、『
要
支
援
』『
要
介

護
1
』
の
う
ち
、
改
善
可
能
性

の
高
い
方
々
を
対
象
と
し
て
選

定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

介
護
認
定
審
査
会
に
お
い
て

は
、
状
態
の
維
持
又
は
改
善
可

能
性
を
審
査
し
、
状
態
の
維
持

又
は
改
善
可
能
性
の
方
は
、『
要

支
援
1
・
2
』
に
判
定
さ
れ
、

新
予
防
給
付
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

新
予
防
給
付
と
は
？

　

新
予
防
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
基
本
的
な
考
え
方
は
…

① 

生
活
機
能
低
下
の
危
険
性
を

早
期
に
発
見
し
、
軽
い
段
階

か
ら
短
期
集
中
的
な
対
応
を

行
い
ま
す

② 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
必
要

な
と
き
に
比
較
的
短
期
間
に

限
定
し
て
、
計
画
的
に
行
い

ま
す

③ 

高
齢
者
の
個
別
性
や
個
性
を

重
視
し
、
一
人
ひ
と
り
に
応

じ
た
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
ま
す

　

ま
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
お

い
て
も
、
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン

平成18年４月から

ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
の
状
態
の
特
性
を
踏
ま

え
た
目
標
を
設
定
。
本
人
を
含

め
様
々
な
専
門
家
に
よ
る
ケ
ア

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
じ
て
、

利
用
者
の
改
善
可
能
性
を
実
現

す
る
た
め
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＜介護保険認定審査会＞

⇩
要支援者１・２

＝
新予防給付

⇩
要介護者１～５

＝
介護給付

介護の手間に係る審査
（現行の２次判定過程に相当）

状態の維持又は
改善可能性の審査

⇩

新予防給付の対象者の選定新予防給付の対象者の選定新予防給付の対象者の選定新予防給付の対象者の選定新予防給付の対象者の選定

※ 現行の認定調査項目（79項
目）に加え、高齢者の生活
機能を評価する調査項目を
追加

※ 主治医意見書において、高齢
者の生活機能の評価を拡充

※ 「要支援」「要介護１」の内、
改善可能性の高い方を対象
者として選定

⇦＋



国 民
年 金
●問合先
　土浦社会保険事務所　☎029-822-3940　　　市役所国保年金課　内線103・104
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残された家族を支える残された家族を支える
　遺族基礎年　遺族基礎年金金

　遺族基礎年金は、国民年金加入中又は老齢基礎
年金の受給資格期間を満たした方が亡くなったと
き、その方に生計を維持されていた「子のいる妻」
又は「子」が受けられます。
　子とは、18歳になって最
初の年度末までの子又は20
歳未満で、1・2級の障害の
ある子です。

■受けられる条件
　亡くなった月の前々月までの加入すべき期間の
内、次のいずれかの条件が必要です。
● 保険料を納めた期間と免除された期間、若年者
納付猶予制度や学生納付特例制度を受けた期間
の合計が、加入すべき期間の３分の２以上ある
こと
●直近の１年間に保険料の未納期間がないこと

国民年金保険料　納付窓口開設
国民年金保険料の納付窓口を開設します。保険料納付を受け付けますので、

この機会にぜひご利用ください。

○日　時
　12月21日(水)
　午前10時～午後３時30分 
○会　場
　市役所１階 中会議室
○持参品
　●はがき（集合徴収案内状）
　●国民年金保険料納付案内書
　●年金手帳（基礎年金番号通知書）
　●認印

◆こんな方はご相談を…!!
●国民年金保険料を納めた期間が分からない方
●保険料を一度に納められない方
●収入がなく、保険料が納められない方
●納付案内書をお持ちでない方

●子のいる妻に支給される遺族基礎年金額
基本額 加算額

子が１人 794,500円 228,600円
子が２人 794,500円 457,200円
※子が３人以上いる場合は、１人につ
　き76,200円が加算されます
●子に支給される遺族基礎年金額

基本額 加算額 １人当たりの額
子が１人 794,500円 ― 794,500円
子が２人 794,500円 228,600円 511,600円
※子が３人以上いる場合は、１人につき76,200円が加
　算されます
※ 子が複数いる場合は、基本額と加算額の合計を、子
　の人数で割った額が、１人当たりの支給額となります

平成17年度年金額
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●
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善

　

児
童
一
人
ひ
と
り
の
確
か
な
学
力
の
定

着
を
図
る
た
め
、
授
業
を
充
実
さ
せ
学
び

合
う
学
習
集
団
の
育
成
や
様
々
な
指
導
方

法
の
工
夫
・
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
今
年
度
は
、
国
語
科
の
授
業
研
究
を
中

心
に
「
し
っ
と
り
と
学
び
合
う
授
業
」「
心

が
響
き
合
う
、
わ
か
る
授
業
」
を
進
め
、

読
解
・
表
現
力
の
指
導
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
個
に
応
じ
た
指
導
で
は
、

T
・
T
や
算
数
で
の
習
熟
度
別
学
習
な
ど

御
所
ケ
丘
小
学
校
・
教
育
活
動
の
紹
介

目指す
児童像

●
か
し
こ
く

●
な
か
よ
く

●
た
く
ま
し
く

●
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
子

●
健
康
で
誰
と
で
も
仲
良
く

　

助
け
合
え
る
子

●
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば

　

り
抜
く
子

●問合先　市役所指導室 内線275・276　児童福祉課 内線153・154

▲「ごしょ祭り」総合的な学習の時間の発表

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

●
朝
の
読
書
時
間
の
充
実

　

毎
朝
15
分
間
読
書
を
行
っ
て
い
ま
す
。

静
か
な
雰
囲
気
の
中
、
一
人
ひ
と
り
の
児

童
が
本
の
世
界
に
入
り
込
み
、
読
解
力
や

豊
か
な
想
像
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

●
漢
字
・
計
算
力
検
定
テ
ス
ト

　

月
1
回
、
漢
字
・
計
算
力
検
定
テ
ス
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
初
め
に
テ
ス
ト
内

容
を
児
童
に
知
ら
せ
、
自
主
的
な
家
庭
学

習
の
習
慣
化
を
図
り
、
基
礎
学
力
の
定
着

に
努
め
て
い
ま
す
。

●
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
充
実

　

各
学
年
で
年
間
の
学
習
テ
ー
マ
を
設
け
、

児
童
が
様
々
な
人
や
社
会
と
の
関
わ
り
の

中
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
活
用
を
始
め
、
資
料
収
集

能
力
や
発
表
力
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
将
来
に
つ
な
が
る

「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
ま
す
。

生
き
た
体
験
活
動
か
ら

豊
か
な
心
と
将
来
へ
の
夢
を

●
里
山
で
の
米
作
り

　

御
所
ケ
丘
中
学
校
区
、
3
小
学
校
の
5

年
生
が
合
同
で
里
山
の
田
植
え
や
稲
刈
り

を
体
験
し
、
米
作
り
の
大
変
さ
と
収
穫
の

喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
米

を
飯は
ん
ご
う盒
炊
飯
に
よ
っ
て
試
食
し
た
り
、
全

校
児
童
に
配
布
し
、
収
穫
の
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
に
進

学
す
る
児
童
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。

●
縦
割
班
で
の
芋
畑
栽
培
や
遊
び
体
験

　

本
校
で
は
、
ゆ
う
ゆ
う（
友
遊
）タ
イ
ム

で
の
縦
割
班
活
動
が
あ
り
ま
す
。
サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
植
え
、
草
取
り
、
芋
掘
り
な
ど

を
、
高
学
年
の
児
童
が
低
学
年
の
児
童
に

教
え
な
が
ら
、
楽
し
く
栽
培
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
承
遊
び
や
長
縄
を

使
っ
た
異
年
齢
集
団
で
の
遊
び
を
行
っ
て

い
ま
す
。
校
庭
の
除
草
作
業
や
地
域
の
ク

リ
ー
ン
活
動
も
、
こ
の
縦
割
班
で
行
っ
て

い
ま
す
。
教
師
も
一
緒
に
活
動
し
、
学
校

全
体
の
人
間
関
係
が
よ
り
温
か
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
小
中
連
携
事
業
の
推
進

　

昨
年
度
か
ら
、
小
学
6
年
生
が
御
所
ケ

丘
中
学
校
で
、
理
科
の
授
業
を
受
け
る
機

会
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
・
保

護
者
の
学
習
公
開
日
の
相
互
参
観
や
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
レ
ポ
ー
ト
展
示
、

部
活
動
見
学
会
、
中
学
1
年
生
に
よ
る
母

校
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
事
業
な
ど
、
数
々
の
連

携
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
児
童
が
中
学
校
生
活
へ
の
夢
や
期
待
を

持
っ
て
進
学
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
に
進
学
し
て
も
母
校
の
先

生
方
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
る
こ
と

で
、
小
中
一
貫
し
て
子
ど
も
た
ち
を
支
援

し
て
い
く
体
制
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
全
児
童
・
保
護
者
と
の
教
育
相
談
の
実
施

　

本
校
は
P
T
A
活
動
が
盛
ん
で
、
ご
し
ょ

祭
り
を
始
め
、
各
学
校
行
事
へ
の
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
児
童

へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
担
任

教
師
に
よ
る
全
児
童
と
の
教
育
相
談
を
一

学
期
に
、
全
保
護
者
と
の
面
談
を
夏
休
み

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
金
曜

日
の
放
課
後
に
教
育
相
談
日
を
設
け
学
習

相
談
の
ほ
か
、
教
育
上
の
問
題
点
や
悩
み

な
ど
を
話
し
合
い
、
保
護
者
と
よ
り
深
い

連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
と
花
と
歌
声
の
あ
る

「
笑
顔
と
花
と
歌
声
の
あ
る

　
明
日
が
待
た
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て

　
明
日
が
待
た
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て

「
笑
顔
と
花
と
歌
声
の
あ
る

「
笑
顔
と
花
と
歌
声
の
あ
る

　
明
日
が
待
た
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て

　
明
日
が
待
た
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て

「
笑
顔
と
花
と
歌
声
の
あ
る

　
明
日
が
待
た
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て

校　訓

▲里山での稲刈り

▲保護者や地域の方も参加する運動会

学
ぶ
楽
し
さ
の
あ
る
授
業
か
ら

確
か
な
学
力
の
定
着
を



　ねっこうんどう会は、市内の０～２歳児のお子さんと、その家族対象の“冬のうんど
う会”です。みんなで体を動かして、楽しみましょう！

子育て支援
センターからの
お知らせ

●問合先
　子育て支援センター事務局
　「夢っ子ひろば」
　北園保育所　☎45-2462

10火　夢
11水　ま ０～１歳６か月　保 ３～４か月児健診 夢
12木　ア 6～11か月 楽 １歳 保 ３歳児健診 お は
13金　夢 0～1歳6か月 保 1歳6か月児健診 み ま ロ
14土　サ
16月　保 ポリオ 夢 み
17火　な ０歳 ね １歳 楽 ２歳～ 保 ポリオ 夢 ま
18水　ま ０～１歳６か月 保 育児健康相談会 夢
19木　ア １歳 お ま
20金　夢 0～１歳６か月 楽 １歳 み ま 久
23月　夢 み 北
24火　ね ０歳 楽 ２歳～ 夢 ま
　　　夢 ね ア ２月分予約受付開始10：00～
25水　ま ０～１歳６か月 保 3～4か月児健診 夢
26木　ア ２歳～ 楽１歳　保 ３歳児健診 お は
27金　夢 0～１歳６か月 保 １歳６か月児健診
　　　み ま ロ
28土　ね ねっこ運動会（０～２歳児）
30月　保 離乳食教室　夢 み
31火　楽 ２歳～ 保 BCG　夢 ま

●日  時
　１月28日(土)　　 ※雨天決行
　午前10時～午後０時30分　※受付は午前９時30分～

●会  場
　常総運動公園内　総合体育館
●対  象
　市内在住の０～２歳児（平成14年４月～平成17年生まれ）の親子150組

●持ち物など
　動きやすい服装（ジャージなど）、運動靴、敷きもの（座布団など）

●申込方法
　お子さんの氏名・生年月日・住所・電話番号・FAX番号を、電話・

　FAX・Eメールのいずれかで伝え、申し込む

●申込・問合先
　まつやま保育園「ねっこ」
　☎45-8828　 45-7193　 yamayuri@luck.ocn.ne.jp

15 広報もりや2005.12.10

1月の子育てカレンダー1月の子育てカレンダー1月の子育てカレンダー

●教育・子育て支援情報

夢っ子ひろば（北園保育所 ☎45-2462）
夢 夢っ子ひろば（室内自由解放）９：30～15：30
み 子育て広場みずきの（郷州小学校）10：00～15：00
お 子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）
　　10：00～15：00
ま 子育て広場まなびの里（もりや学びの里）10：00～15：00
ロ  子育て広場ログハウス（国際交流研修センター）
　　10：00～11：30
久 子育て広場久保ケ丘（文化会館）10：00～11：30
北 子育て広場北守谷（北守谷公民館）10：00～/13：00～
な なかよくあそぼう10：00～11：00 ★要予約
は ママの講座はじめの一歩「交流分析講座」
　（もりや学びの里）10：30～11：30 ★要予約

ねっこ（まつやま保育園 ☎45-8828）
ね ねっこ（親子活動）９：30～★要予約

アビエス（わかばのもり保育園 ☎48-1735）
ア アビエス（親子活動）10：30～★要予約

児童館（☎45-2278）
楽 親子で楽しもう（親子活動）11：00～11：40
サ サタデーパパ　11：00～

保健センター（☎48-6000）
保 保健センター事業
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ARCUS Artist in Residence -IBARAKI- ●問合先　アーカススタジオ（9:15～18:00、日休）
　守谷市板戸井2418もりや学びの里内　☎　 46-2600
　E-mail　info@arcus-project.com
　URL　　http://www.arcus-project.comアーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005アーカスプロジェクト2005

　アーカスプロジェクト2005のオープンスタジオが、12月11日をもって終了します。こ
のオープンスタジオに先立ち、11月13日にアーカスプロジェクトの10周年を記念する
フォーラムが開催され、また10周年記念誌も発行されました。
　記念誌発行をきっかけに、過去の参加アーティストにアンケートをとったところ、そ
れぞれに守谷の印象を伝えてくれました。その一部をこの機会にご紹介します。

○ アーカスは、日本での一連の活動を開始する場所
として、町の規模がちょうど良いと感じました。

➡ 94年 ドミニク・ゴンザレス・フォルステル（02年優れた若手
アーティストに授与され、パリのポンピドーセンターで展示
する機会を与えられるマルセル・デュシャン賞を受賞）

○ アーカス滞在で…日本が私にとって故郷となり、
居場所が見つかりました。

➡ 97年 シド・ゴメズ・ヒルダワ（現在フィリピン文化セン
ターの視覚芸術・文学・メディア部門長）

○ アーカスは、自分にとってとても大きなこと
だったな、と思います。関西に育ち、当時、名
古屋に住んでいた僕にとっては、初めての関東
圏での長期滞在の機会でした。守谷で作った作
品もひとつのきっかけとなり、日本以外のとこ
ろで作品発表をする機会ができたのも事実です。

➡ 97年 島袋道浩（04年ドイツ政府芸術家招
しょうへい
聘プログラムに

招待）

○ アーカスで制作した作品の重要な作品２点は、
中国の国立美術館に収蔵されました。

➡ 97年 タン・フイ（現在、北京中央美術学院で教
きょうべん

鞭を執る）

○ 守谷市の人々が、私達のわがままにとことん付
き合ってくれ、日ごろの一人制作とは違った達
成感があった。

➡ 99年 さとうりさ（05年「愛・地球博 アートプログラム」
に招待）

○ アーカスは僕にとって、アーティストとしての
キャリアにおいての、最初の大きなプロジェク
トであり、これからのキャリアを形成する上で
の貴重な体験をさせて頂いたと思っています。

➡ 03年 小泉明郎（04年文化庁新進芸術家海外留学制度でオラ
ンダ留学）

　以上のとおり、アーカスを巣立ったアーティ
ストたちは、守谷の方々にご支援していただいた
お陰で、その後活動の幅を広げています。現在、
アーカスプロジェクトでは、新たな事業展開構想
等検討委員会を立ち上げ、今後の活動の方向性に
ついて策定中ですが、アーカスのアーティストた
ちは守谷の誇りになるよう、今後ともがんばりま
すので、どうぞよろしくお願いします。
　なお、アーカスに関心のある方、年明けにアー
トセミナーや日比野克彦さんによるワークショッ
プなどの開催を予定していますので、ぜひアーカ
スのホームページをご覧ください。

▲ 藤井光　撮影風景 ▲ チェン・イ=チエ 制作風景

オープンスタジオに向けての制作活動では、アーカスフレンズの皆さんがお手伝い!!

アーティストにとっての「守谷」アーティストにとっての「守谷」
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守谷市民活動支援センター守谷市民活動支援センター

市民活動  サロン市民活動  サロン市民活動  サロン
守谷市民活動支援センター

   問合先　守谷市民活動支援センター　 　  46-3370●

　昨年10月23日に起こった新潟中越地震の際に、いち早く現地に赴き支援活動を行った守
谷市の市民活動団体「ボランティア守谷レスキュー」の方々の貴重な体験の中から、プロ
ジェクターによる写真上映などにより、地域防災は何が最も重要かを考えます。
　ご近所に声掛け合って、多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
▶日　時　 １月21日（土）午後１時30分～３時30分

開場　午後１時15分
▶講　演　 市民活動団体「ボランティア守谷レス

キュー」（出演：代表　荒井好雄氏ほか）
▶会　場　市役所１階大会議室
▶対　象　 市民活動団体、地域防災に関心のある方

100名　
▶申込方法　 １月13日（金）午後３時までに、電話又

はＦＡＸで住所・氏名・電話番号（団
体の場合は代表者のみ）・人数を、連絡
して申し込む

▶参加費　無料
▶主催・問合先  守谷市民活動支援センター

最新版「守谷市民活動団体ハンドブック」完成！最新版「守谷市民活動団体ハンドブック」完成！

守谷市民活動支援センター開設３周年記念講演会

守谷市が大地震に襲われたら
地域防災を考える地域防災を考える ～小千谷市の教訓から学ぶ～

　この度作成された「平成17年度版守谷市民
活動団体ハンドブック」は、現在活動している
活動団体の情報を市民の皆さんと共有し様々
な市民活動に有効に役立てていただくために
編集発行したものです。ハンドブックに掲載
されている団体に入会し活動したい方や、活
動団体相互の連携活動などにも大いにご利用くだ
さい。
※ 市民活動支援センター、市役所くらしの支
援課に置いてあります

▲ 小千谷市の被災状況（写真は、ボランティア守谷レス
キュー出版の『地域災害を考える』から提供）

◀10月に発行した市民活
動団体ハンドブック。環
境保全や福祉の増進、子
どもの健全育成など市内
で活躍する50団体を紹
介しています。各団体の
活動内容や場所、活動日
などが掲載され、ボラン
ティアに興味をお持ちの
方には必見です



だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

家家
庭
の
中
の
調
和
、
と
れ
て
ま
す
か
？

家
庭
の
中
の
調
和
、
と
れ
て
ま
す
か
？

夫 妻 子ども 家族全員 その他 不明

●家庭における家事分担（平成16年11月調）

食事の仕度

食事の後片付け
3.5 2.0
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

78.9 13.9

1.2 1.4
87.4 7.8
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国際交流員

リッヒターさんの

滞滞在記

国際交流員

クリスマス・タイム

滞在記滞在記

　

初
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
日
本

で
過
ご
し
た
と
き
に
、
凄
く

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

習
慣
が
全
然
な
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
ド
イ
ツ
と
同
じ
よ
う
に

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
チ
ョ
コ

の
サ
ン
タ･

ク
ロ
ー
ス
が
売
ら

れ
、
デ
パ
ー
ト
で
は
ク
リ
ス
マ

ス
の
歌
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
忘
年
会
も
、
ち
ょ
っ
と

ド
イ
ツ
の
会
社
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

パ
ー
テ
ィ
ー
み
た
い
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
人
は
次
の
習

慣
に
つ
い
て
も
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、

ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
特
徴

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
ア
ド
ベ
ン
ト（
降
臨
）　
　

　
　
　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー　

　

24
窓
が
は
め
込
ん
で
あ
る
厚

紙
か
ら
作
っ
た
パ
ネ
ル
で
す
。

片
面
に
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
係
す

る
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
12

月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
、
子
ど

も
が
毎
日
１
つ
の
窓
を
開
け
、

そ
の
中
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
小

さ
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
見
つ
け
ま
す
。

☆
ア
ド
ベ
ン
ト
の
輪
飾
り

　

モ
ミ
の
枝
を
編
ん
で
作
っ
た

輪
で
す
。
こ
れ
に
４
本
の
ろ
う

そ
く
を
立
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

４
週
間
前
か
ら
、
日
曜
日
ご
と

に
１
本
ず
つ
火
を
灯
し
て
ク
リ

ス
マ
ス
を
待
ち
ま
す
。

☆
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス

　

12
月
５
日
の
夕
べ
に
、
子
ど

も
は
ブ
ー
ツ
を
玄
関
の
前
に
置

き
ま
す
。
深
夜
に
聖
ニ
コ
ラ
ウ

ス（
サ
ン
タ･

ク
ロ
ー
ス
に
凄
く

似
て
い
る
お
め
で
た
い
人
）が
、

ブ
ー
ツ
を
お
菓
子
や
玩
具
で
満

　

内
閣
府
の「
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
世
論
調
査
」に
よ
る
と
、

結
婚
し
て
い
る
人
、し
て
い
な

い
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
し
て

い
る
人
に
、
家
庭
に
お
け
る
家

事
分
担
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
妻
」と
答
え
た
人
の
割
合
が
、

「
食
事
の
仕
度
」で
87
・
４
％
、「
食

後
の
後
片
付
け
、
食
器
洗
い
」で

78
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
い
か
が

で
す
か
？　

男
女
が
個
性
や
能

力
を
発
揮
し
て
仕
事
を
し
た
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
す
る

た
め
に
は
、
仕
事
と
育
児
や
家

族
の
介
護
な
ど
を
両
立
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
男
女
が
共
に
調
和

の
と
れ
た
家
庭
生
活
を
営
め
る

よ
う
、
家
庭
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
男
女
ペ

ア
で
参
加
す
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ

ミ
ナ
ー
・
ド
イ
ツ
料
理
教
室
を

開
催（
11
月
19
日
）。
夫
婦
や
友

達
同
士
で
協
力
し
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
参
加

者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

•
夫
に
誘
わ
れ
て
参
加
。
と
て

も
楽
し
く
、
色
々
な
方
と
協
力

し
て
美お

い味
し
い
お
料
理
を
作
り
、

と
て
も
良
か
っ
た
（
女
性
）

•
男
女
ペ
ア
で
参
加
す
る
企
画

は
と
て
も
良
か
っ
た
（
男
性
）

　

今
後
も
色
々
な
企
画
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

た
し
ま
す
。
12
月
６
日
に
も
、

聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
が
学
校
や
会
社

を
訪
問
し
、
小
さ
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
し
ま
す
。

☆
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

　

12
月
24
日
の
夜
に「
サ
ン
タ･

ク
ロ
ー
ス
」や「
幼
児
ク
リ
ス
ト
」

が
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
下
に
置
き
ま
す
。

大
人
も
皆
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

い
ま
す
よ
。
幸
せ
〜
！

☆
グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン

　

こ
の
飲
み
物
は
、
ド
イ
ツ
の

冬
の
特
徴
で
す
。
雪
が
降
っ
て

い
る
中
、
長
い
時
間
ク
リ
ス
マ

ス
市
で
買
い
物
し
て
か
ら
飲
む

と
、
体
が
よ
く
暖
ま
り
ま
す
。

【
グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン
レ
シ
ピ
】

▼
材
料　

辛
口
の
赤
ワ
イ
ン

（
１
ℓ
）、
レ
モ
ン（
１
個
）、

ク
ロ
ー
ブ（
４
個
）、
シ
ナ
モ
ン

棒（
２
本
）、
砂
糖
、
は
ち
み
つ

▼
作
り
方　

レ
モ
ン
を
輪
切
り

に
し
、
ワ
イ
ン
・
シ
ナ
モ
ン

棒
・
ク
ロ
ー
ブ
と
一
緒
に
鍋
に

入
れ
ま
す
。
１
〜
２
時
間
熱
し

ま
す
（
煮
立
た
せ
な
い
で
く
だ

さ
い
）
。
そ
し
て
、
１
時
間
ぐ

ら
い
寝
か
せ
ま
す
。
網
を
用
い

て
、
ワ
イ
ン
を
ビ
ン
に
静
か
に

注
ぎ
ま
す
。
飲
む
前
に
も
う
一

度
熱
し
、
お
好
み
で
砂
糖
や
ハ

チ
ミ
ツ
を
合
わ
せ
ま
す
。
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生
の
舞
台
の
楽
し
さ
と
感
動
を
分
か
ち

合
い
ま
し
ょ
う
。

▼ 

内
容　

「
ヨ
イ
シ
ョ
！
の
神
様
」
観
劇

　

 （
出
演
：
榎え
も
と本
明あ
き
ら、
中な
か
む
ら村
勘か
ん

三さ
ぶ
ろ
う郎
、

藤ふ
じ
や
ま山
直な
お
み美
ほ
か
）

▼ 

日
時　

２
月
16
日（
木
）午
前
８
時
30
分

中
央
公
民
館
集
合
、午
後
５
時
帰
着
予
定

▼
場
所　

新
橋
演
舞
場
（
東
京
都
中
央
区
）

▼ 

対
象　

守
谷
小
学
校
及
び
黒
内
小
学
校

通
学
区
域
在
住
の
成
人
の
方

▼
募
集
人
数　

40
名（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼ 

費
用　

１
万
５
０
０
円
（
入
場
料
、
昼

食
代
、
高
速
代
、
駐
車
場
代
）

▼
交
通　

市
大
型
バ
ス

▼ 

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
代
・
学
習
会
名

を
記
入
の
上
、
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り　

12
月
26
日
（
月
）
必
着

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ　

〒
３
０
２
―
０
１
９
８　

　

 

守
谷
市
大
柏
９
５
０
―
１　

内
線
２
７
４

▼ 

日
時　

1
月
15
日（
日
）・
22
日
（
日
）

集
合
：
午
前
9
時
、
試
合
開
始
：
午
前

9
時
30
分

▼
会
場　

常
総
運
動
公
園
総
合
体
育
館

▼ 

主
催　

市
教
育
委
員
会
・
市
体
育
協
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

▼ 

出
場
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　

者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
及
び
市
体
育

　

協
会
登
録
チ
ー
ム
で
審
判
、
オ
フ
ィ
シ

　

 

ャ
ル
が
可
能
な
チ
ー
ム
※
参
加
チ
ー
ム

は
、
1
月
5
日
（
木
）
午
後
7
時
か
ら

市
役
所
大
会
議
室
で
行
う
代
表
者
会
議

及
び
抽
選
会
に
必
ず
出
席
の
こ
と

▼ 

参
加
費　

1
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
（
代

表
者
会
議
に
て
徴
収
）

▼ 

申
込
方
法　

12
月
26
日（
月
）午
後
5
時

ま
で
に
、
電
話
又
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
む

▼ 

申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
G　

内
線
２
７
２

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及

に
よ
り
、
生
活
環
境
は
向
上
し
た
も
の
の
、

青
少
年
の
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
や

メ
ー
ル
に
よ
る
不
当
請
求
な
ど
多
く
の
問

題
が
生
じ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
能

力
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
青
少
年
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
有
害
情
報

か
ら
青
少
年
を
守
る
取
組
み
を
推
進
す
る

た
め
に
、
「
青
少
年
の
た
め
の
環
境
浄
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　

1
月
15
日（
日
）午
後
1
時
〜
４
時

予
定

▼ 

会
場　

つ
く
ば
国
際
会
議
場 

大
ホ
ー
ル

（
つ
く
ば
市
竹
園
２
―
20
―
３
）

▼
内
容
（
予
定
） 

● 

演
劇
に
よ
る
「
Ｉ
Ｔ
安
全
教
室
」

　

 

5
つ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
と
お

し
て
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
の
被
害
事
例
を
紹
介
し
、
対
処
方

法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

● 
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 　

高
校
生
、
保
護
者
、
青
少
年
相
談
員（
教

　

 

員
）、
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
有
識
者
4
人

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
（
ご
来
場
の
方
と
の
意
見
交

換
も
予
定
）。

▼ 

申
込
・
問
合
先 

（
社
）
青
少
年
育
成

茨
城
県
民
会
議 

☎
０
２
９
―
２
２
７
―

２
７
４
７

　

公
民
館
な
ど
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
の

年
賀
状
展
で
す
。
心
温
ま
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

年
賀
状
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

１
月
６
日（
金
）〜
20
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※
６
日
は
正
午
〜
、
20
日
は
正
午
ま
で

▼
会
場　

中
央
公
民
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
出
品
団
体　

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
葦あ
し

か
び
、

木
版
画
ク
ラ
ブ
、
守
谷
き
り
え
サ
ー
ク

ル
、
書
道
ク
ラ
ブ
、
松
し
ょ
う
て
ん篆
研
究
会
、
硬

筆
サ
ー
ク
ル

▼
主
催　

守
谷
市
年
賀
状
展
実
行
委
員
会

守
谷
地
区
公
民
館

 
芸
術
文
化
学
習
会

参
加
者
募
集
！

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

年

賀

状

展

200622006
年
賀
状

年
賀
状

年
賀
状

４４４４

頌
春

青青
少
年
の
た
め
の

環
境
浄
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

青
少
年
の
た
め
の

環
境
浄
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
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●80ｍ走　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
年        代 男 記　録 女 記　録

小学１～３年生 假屋園良太 13秒４ 池之上さつき 13秒７
小学４～６年生 大山　　凌 11秒９ 戸辺香奈実 12秒１

中学生～10歳代 和泉　達也 10秒３
三原　未夕
竹　　清伽

13秒３

20　　歳　　代 ―― ―― ―― ――
30　　歳　　代 蛯原　　孝 10秒９ 菅野美代子 12秒７

40　　歳　　代

山谷　一志
相墨　幸夫
松村　典幸
生井　　誠

11秒８ 長沼美代子 14秒３

50　　歳　　代 吉田　　実 11秒５ ―― ――
60　歳　以　上 後藤五十六 14秒０ 小島　佳子 16秒３

●走り幅跳び
年        代 男 記　録 女 記　録

小学１～３年生 村治　良一 ２ｍ98 立石　美瑠 ２ｍ79
小学４～６年生 大山　　凌 ３ｍ97 戸辺香奈実 ３ｍ15
中学生～10歳代 和泉　達也 ５ｍ03 三原　未夕 ３ｍ20
20　　歳　　代 ―― ―― 永井　雅美 ３ｍ04
30　　歳　　代 篠崎　秀樹 ４ｍ59 菅野美代子 ３ｍ32
40　　歳　　代 山谷　一志 ４ｍ40 長沼美代子 ３ｍ05
50　　歳　　代 井坂　定夫 ３ｍ96 ―― ――
60　歳　以　上 勝原　三朗 ２ｍ78 仁田　桂子 ２ｍ55

●ハンドボールスロー
年        代 男 記　録 女 記　録

小学１～３年生 松村　一樹 16ｍ80 長妻　紗良 ９ｍ00
小学４～６年生 原田　寛己 35ｍ40 田付　まゆ 18ｍ20
中学生～10歳代 冨山　辰也 41ｍ80 鳴澤眞寿美 23ｍ60
20　　歳　　代 ―― ―― 永井　雅美 22ｍ70
30　　歳　　代 山口　　一 40ｍ50 星野さおり 24ｍ30
40　　歳　　代 村治　一明 35ｍ10 長沼美代子 19ｍ00
50　　歳　　代 下田　由明 33ｍ70 ―― ――
60　歳　以　上 勝原　三朗 23ｍ70 小島　佳子 18ｍ90

青字：今回新たに記録を達成された方
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。
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テ
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テ
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報
告
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▼  中央公民館と市役所中庭を会場に、10月31日～11月27日に第29回芸術祭が開催され、大勢

の参加者が、日頃の文化活動の成果を披露しました。期間中は、菊花展・美術展・生花展・

お茶会・若い芽のコンサート・芸能祭が行われ、たくさんの来場者を魅了しました。

▼  郷州公民館で行われた雛
ひな

のつるし飾り

教室(9/29、10/13・27、11/10)。

　 お子さんやお孫さんの幸せを願い作り

上げた皆さんの作品は、きっと来年の

雛壇を華やかに飾ることでしょう。

手塩にかけて育てた菊の展示

生花展での体験会

世界にはばたけ！「若い芽のコンサート」 伝統芸能を伝えていこう！「芸能祭」

見ごたえのあった美術展

和の心を味わった。お茶会
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● 学びの里は、月曜日が祝日にあたる場合は、開館し、
翌日を休館日とします

 項　目 内　　　　　容

午前９時～午後９時（公民館は、午後
５時以降使用予定のない日は、午後５
時閉館。学びの里は、午後７時以降使
用予定のない日は、午後７時閉館）

公民館は、毎月第３月曜日。学びの里
は、毎週月曜日。両館とも年末年始
（12月28日～１月４日）。そのほか臨時
休館する場合があります。

公民館各部屋･･･使用日の２か月前～
※午後５時以降のご利用は、２日前
（土・日曜日・祝日・休館日にあたる場
合は、直前の業務日）までに使用許可
を受けてください
中央公民館ホール･･･市内団体は、使用
日の４か月前～
（申請は準備の都合上お早めにお願いします）
学びの里各部屋･･･使用日の２か月前～
（当日受付は、平日のみ。土・日・祝日
及び午後７時以降のご利用は３日前、
宿泊でのご利用は５日前までに使用許
可を受けてください）

開館時間

休 館 日

使用許可
申請受付

午前９時30分～午後４時30分
公民館の
図 書 室
開室時間

公民館の
図 書 室
休 室 日

毎週月曜日以外に、12月は、28日～31
日が休室。１月は、毎週月曜日以外に
１日～４日・10日・31日が休室となり
ます

● 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金
曜日の午前８時30分から午後５時まで諸証明の
発行を行っています（年末年始、第３月曜日及び
祝日は除く。12/28と１/４は行います）。
※中央公民館 ☎48-6731　仮予約専用 48-6732
※郷州公民館 ☎48-6711　仮予約専用 48-6724
※高野公民館 ☎45-5411　仮予約専用 45-5419
※北守谷公民館 ☎47-0111　仮予約専用 48-2606
※もりや学びの里  ☎48-0525

利用受付：市役所くらしの支援課 ☎45-1111 内線134

 項　目 内　　　　　容



教　室　名 実　　施　　日 時　　間 部　屋 実施サークル名 備　　　　　考

デッサン １/20～３/17
第３金曜日        全３回 ９：00～13：00 会議室１ レンブランド 募集４～５名、1回1,000円、

当日受付可

ヨ ー ガ １/23～２/27
第２･４月曜日　全３回 10：30～12：00 和　　室 健康ヨーガ

募集７～８名、運動のでき
る服装、バスタオル、当日
受付可

太 極 拳 １/18～３/15
第１･３水曜日　全５回 10：00～12：00 和　　室 悠　　　　景

募集７～８名、運動のでき
る服装、バスタオル、当日
受付可

▼対　　象　市内在住の成人

▼申込方法　直接又は電話で申し込む

▼申込締切り　１月10日（火）

▼申込・問合先　北守谷公民館　☎47-0111
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としょかんへいこう！
◆資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）　　　　　　　　
　パソコンhttp://www.lib.moriya.ibaraki.jp　　　携帯電話http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

12月の児童テーマ棚
「 クリスマス 」

12・１月の休館・休室日…毎週月曜日、12/28（水）～１/４（水）、１/10（火）、１/31（火）

中央図書館では、下記の新聞を取り揃
そろ
えています。どうぞご利用ください。

● 新聞の貸出はできませんので、館内でご覧ください
● ご覧になる際は、他の方のためにも１人１種類ずつお読みください
● 最新号以外は、コピー（複写）ができます
● 過去の新聞は約１年分を保存しています
●  朝日新聞、茨城新聞については、縮刷版も所蔵していますのでご利用ください。ただし、茨城新聞
の平成14年７月以降はCD-ROM版となります

新しく入った本
　　　　　　　※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください
　　　　　　　　図書館のホームページからもご覧になれます

書　　　　　名 著　者　名 出 版 社 所蔵館 ジャンル
デジカメカンタン年賀状　2006 ＭＰＣ編集部 エム・ピー・シー 図 図案
常磐道の釣り場ガイド ̶̶ 主婦と生活社 図 釣り
図書館を使い倒す！ 千野　信浩 新潮社 図 情報検索
ネクロポリス　上・下 恩田　　陸 朝日新聞社 図・公 小説
クリスマスをさがしに リースベット・スレーヘルス いのちのことば社 郷 絵本（児童書）

所蔵館の説明　図：中央図書館　公：中央公民館　郷：郷州公民館　

朝日新聞
毎日新聞
読売新聞
日本経済新聞
産経新聞
朝日新聞全地方版
日経産業新聞
日経MJ
日刊工業新聞

東京新聞
茨城新聞
常陽新聞
朝日小学生新聞
朝日中学生ウィークリー
スポーツニッポン
サンケイスポーツ
日刊スポーツ
官報
茨城県報

THE JAPAN TIMES（英語）
INTERNATIONAL Herald Tribune（英語）
ASAHI WEEKLY（英語）
インターナショナル・プレス（ポルトガル語）
中文導報（中国語）
自由民主
公明新聞
赤旗
図書新聞
読書人

定期使用サークルの活動を体験してみませんか。

皆さんのお申込をお待ちしています。

新聞のご利用について新聞のご利用について

北守谷公民館 ふふれあい体験教室ふれあい体験教室ふれれあいい体験教室
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収穫祭（11／５　大野小学校）

収穫の喜びを楽しむ
　総合的な学習の時間の一環で行われた地域体験
活動や学習発表の場として、大野小学校収穫祭が
開催された。　
　当日は、米づくりやさつま芋栽培などの体験活
動を通じて学んだことなどの発表や、収穫した餅

もち

米で作ったつきたての餅を、協力してくださった
地域の方々とともに味わいながら、楽しい一日を
過ごした。

リサイクルブックフェア（11／５　中央図書館）

読書の秋のお供に…
　10 月 30 日～ 11 月 13 日に開催された図書館ま
つりの恒例イベント「リサイクルブックフェア」。
　図書館では不用になった本や雑誌などを、市
民の方に活用していただくため、年に一度、リ
サイクルブックフェアで蔵書を配布している。
今年も開館前から多くの方々で賑

にぎ

わった。

MIFA第13回世界を知るシリーズ

（11／３　国際交流研修センター）

エチオピア大使講演会
　エチオピア連邦民主共和国大使コアング・
トゥトゥラム・ドゥング氏を招いて行われた講
演会には、多くの方が参加され、会場は満席と
なった。
　エチオピアは、人類の“ゆりかご”であり、
コーヒー発祥の地。その歴史や文化についての
講演に、参加者たちは熱心に耳を傾けていた。
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つばさ展（11／11～15　ジャスコ取手店）

個性あふれる作品展
　特別支援学級合同作品展「つばさ展」が、ジャ
スコ取手店２階フロアで開催された。
　市内小中学校の児童生徒たちが一生懸命制作し
た図画・工作が展示され、訪れた方々の目を楽し
ませた。

　

健康ふくしまつり（11／13　市役所中庭）

健康で明るい毎日を！
　恒例となった「健康ふくしまつり」では、市内の
保健・福祉団体などが活動内容の展示や模擬店を
出展するほか、体験コーナーを設置し、来場者は
車いすや目隠し歩行、手話などを体験。
　また、今年は植

うえ の

野映
えい

医師を講師に招いた「乳が
んの撲滅のために」の講演会も開催され、会場は
多くの来場者で賑わった。

飯盒炊飯体験学習（11／ 18　御所ケ丘小学校）

“食”の大切を実感
　御所ケ丘小学校では、「食育」の一環として、立沢
里山の休耕地を活用し、田植え・稲刈り・収穫・
飯盒炊飯といった一連の流れを児童に体験させる
ことで、「食の大切さ」を考えさせる活動を実施。
　当日は、保護者をゲストティーチャー迎えに、
炉の設置から火おこし・米とぎなどの飯盒炊飯体
験を、児童たちは熱心に取り組んでいた。



■ 投稿方法　携帯電話で写真を撮り、市
役所携帯電話サイト「モバイルもり
や！」の「投稿ひろば」から投稿する

■問 合 先　市役所秘書課　内線323
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み ん な の ひ ろ ば
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す
。

♪
抜
け
歯

歯
が
抜
け
ま
し
た
。
子
ど
も
の

成
長
は
、
と
っ
て
も
楽
し
み
で

す
ね
！

P.N
たいかぁさん
（下新田）

P.N
ウサバカさん
（薬師台５）

P.N
昇太さん
（けやき台６）

P.N
ごまチャンさん
（久保ケ丘３）

♪
パ
ク
く
ん

天
使
の
羽
根
が
あ
る
み
た
い
！

か
わ
い
い
鳥
で
す
。

♪
は
〜
い
！

名
前
を
呼
ぶ
と「
は
〜
い
！
」と
お

返
事
を
し
て
、
手
を
挙
げ
ま
す
。

♪
お
す
わ
り
練
習
中

マ
マ
に
支
え
ら
れ
て
、
が
ん
ば

っ
て
ま
〜
す
！

♪
狙
い

テ
レ
ビ
が
大
好
き
な
ミ
〜
…
。

動
物
が
出
て
く
る
と
、
テ
レ
ビ

の
前
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

P.N
電車おとこさん
（左近）

P.N
プーさん
（けやき台２）

P.N
こはママさん
（ひがし野１）

P.N
ドドンガドンさん
（大柏新田）

投稿ひろろば投稿ひろろば
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i/hiroba
投稿ひろば

　11月9日、守谷ライオンズクラブから
ＴＸ開業を記念して、血圧測定器１台が
寄贈されました。この血圧測定器は、駅
を利用する市民の皆さんの健康増進に役
立ててほしいという当クラブの願いから、
ＴＸ守谷駅構内の｢待ち合わせコーナー｣
に設置させていただきました。

ＴＸ開業を記念して
守谷ライオンズクラブより

血圧測定器寄贈！！

市内小中学校による
セーフティ・デイ安全活動
　市では、昨年６月に学校サポートチームを立ち
上げ、毎月第４金曜日を「セーフティ・デイ」に
設定。関係機関と連携しながら、児童生徒の安
全確保のためのパトロール活動を行っています。
　11月25日には、県が教育月間で進めている「さ
わやかマナーアップキャンペーン」の運動とタイ
アップして、登下校時のあいさつ運動と併せた
巡回活動を行いました。



ちちょっといい緑　み～つけたちょっといい緑　み～つけた

新潟県

長野県

福
島
県

群
馬
県

富
山
県

岐阜県

長
野
市

中野市

27 広報もりや2005.12.10

　我が家の柿の下には、南天・青木・八手など、鳥た
ちが種を落としてくれます。それが幼木となり、庭の
あちこちと移植し、緑を殖やしてくれます。
　南天は、透き通る若葉色から木

とく さ

賊色、えんじ色と成
長の度合いにより、色を変えます。
　まは、音が「難転」に通じるという縁起を担いで、
贈り物の肴

さかな

、赤飯の下敷に用いる習慣があるといいます。
（ヴェルデ）

鳥たちの贈り物

　

信
州
に
生
ま
れ
高
校
卒
業
後
、

東
京
に
10
年
、
隣
の
取
手
市
に

30
年
、
昨
年
末
に
娘
家
族
と
一

緒
に
守
谷
に
転
居
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
故
郷
は
遠
く
に
有
り
て
想

う
も
の
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

故
郷
は
長
い
間
遠
く
離
れ
て
も
、

忘
れ
難
い
懐
か
し
い
存
在
で
す
。

　

私
の
故
郷
は
、
長
野
県
の
北

部
、
志
賀
高
原
と
千
曲
川
の
間

の
扇
状
地
に
広
が
る
中
野
市
で

す
。
江
戸
時
代
は
、
幕
府
の
大

領
と
し
て
高
梨
城
が
、
明
治
維

新
直
後
に
は
中
野
県
の
県
都
が

置
か
れ
た
古
い
町
で
す
。

　

自
然
環
境
は
、
温
暖
な
守
谷

な
ど
県
南
地
方
と
は
対
照
的
に
、

四
方
を
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
、

冬
は
厳
し
い
寒
さ
と
な
り
、
ス

キ
ー
場
の
好
立
地
で
す
。
春
は

雪
解
け
と
共
に
一
斉
に
花
開
き
、

短
い
春
を
謳
歌
、
夏
の
暑
さ
は

し
の
ぎ
や
す
く
、
秋
は
果
樹
や

紅
葉
な
ど
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ

れ
好
時
節
で
す
。

　

産
業
は
カ
メ
ラ
な
ど
精
密
工

業
製
品
が
主
で
、
農
業
は
果
樹
、

き
の
こ
、
生
花
な
ど
の
高
付
加

価
値
製
品
が
特
長
で
す
。
特
に

エ
ノ
キ
茸
な
ど
の
き
の
こ
や
、

生
花
の
生
産
は
全
国
ト
ッ
プ
水

準
を
誇
る
農
業
大
国
で
す
。

　
「
兎
追
い
し
か
の
山　

小
鮒

釣
り
し
か
の
川
」
と
し
て
有
名
な

「
故
郷
」や「
朧
月
夜
」、「
春
の

小
川
」、「
紅
葉
」な
ど
の
作
者

で
、
名
誉
市
民
の
高
野
辰
之
は
、

故
郷
中
野
の
姿
を
一
連
の
唱
歌

に
作
詞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」、

「
船
頭
小
唄
」、「
背
比
べ
」な

ど
の
作
曲
者
・
中
野
晋
平
も
中

野
市
の
出
身
で
、
今
で
も
両

記
念
館
を
訪
れ
る
人
で
賑
わ
う
、

夢
多
き
「
う
た
の
町
」
で
す
。

　

先
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

長
野
新
幹
線
、
長
野
自
動
車
道

も
開
通
し
、
交
通
の
便
が
よ
く

な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
、
故
郷
中
野
へ
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

堀
ほりうち

内秀
ひでお

雄さん
（清水）

ふるさと自慢 ふるさとの歌のまち 「長野県中野市」
リレーインタビューリレーインタビューリレーインタビュー

なか の

　みずき野町内会が９月に談話室「花み
ずき」をオープン。
　お茶を飲みながらお話したり、イベン
トを楽しんだりしながら、互いに教え合
い、助け合いながら友達の輪を広げてい
ます。
　「花みずき」は、赤ちゃんから高齢者
まで、どなたでも仲間になれる優しい憩
いの場です。
　ぜひお越しく
ださい。
▶問合先
　みずき野町内会
　☎48-2971

優しい憩いの場優しい憩いの場優しい憩いの場

談話室「花みずき」は
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12月の納期
• 固定資産税・都市計画税…３期
• 国民健康保険税……………７期
• 介護保険料…………………５期

粗大ごみ収集日

守谷市の事故発生状況
（11月）

　　　発生件数　　29件
　　　死 者 数　　 1人
　　　負傷者数　　43人

人口と世帯数
平成17年12月1日現在

前月比

  昨年同月人口 52,843人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

  ◆主な内容◆
•相談窓口案内
•ポケット防災ガイド
•図書館蔵書検索
• 市内循環バス及び高
速バス時刻表
•スポーツ施設予約

２
０
０
５
年
12
月
10
日
発
行　

広
報
も
り
や
第
４
９
８
号

※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

 申 込 日  収 集 日
 12/19～12/22 1/11 
  1 /10～ 1/13 1/25
  1 /23～ 1/27 2 / 8

世　帯
人　口
　男
　女

18,669戸
53,880人
27,211人
26,669人

（＋27戸）
（＋43人）
（＋13人）
（＋30人）

１月のし尿収集日
 日 区　　　分
 5 6 10 大井沢地区
 12 13 16 大野地区
 18 19 20 高野、乙子、南守谷地区
 23 24 － 原、原本町、北園
 26 27 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 30 31 － 辰新田、同地、赤法花

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
昼
間
保

護
者
の
い
な
い
留
守
家
庭
の
児

童
を
、
授
業
終
了
後
か
ら
午
後

７
時
ま
で
（
延
長
保
育
含
む
）

お
預
か
り
し
ま
す
。

　

常
時
２
〜
４
人
の
指
導
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　

 

昼
間
保
護
者
が
留
守
の
小
学

１
〜
３
年
生
の
児
童

▼
費
用

•
保
育
料　

下
表
の
と
お
り

•
保
険
料　

１
０
０
０
円
／
年
額

※ 

そ
の
他
、
お
や
つ
代
や
活
動

費
と
し
て
ク
ラ
ブ
費
が
か
か

り
ま
す（
月
３
０
０
０
円
程
度
）

▼ 

申
込
書
配
布
及
び
受
付
日
・

場
所

　

１
月
10
日（
火
）〜
27
日（
金
）

　
 

市
役
所
児
童
福
祉
課
及
び
各

児
童
ク
ラ
ブ

▼
申
込
方
法

　

 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　

市
役
所
児
童
福
祉
課
児
童
健

　

全
育
成
Ｇ　

　

内
線
１
５
２
・
１
５
３

※
各
児
童
ク
ラ
ブ
で
も
申
込
可

児児童クラブ
入所児童
児童クラブ
入所児童
児童クラブ
入所児童

募 集！

世　　　　帯 保育料の額
（８月を除く月額）

保育料の額
（８月分月額）

一般世帯（非課税世帯を含む） 4,000円 6,000円
片親世帯（課税世帯） 4,000円 6,000円
片親世帯（非課税世帯） 2,000円 3,000円

※ 兄弟での入所については、一般・片親世帯（課税・
非課税世帯）とも、２人目以降は2,000円（８月は
3,000円）

◎保育料

◎募集人員

クラブ名 対象学校区 人数 クラブ名 対象学校区 人数

仲町児童クラブ 守谷小学校区 28名 大井沢児童クラブ 大井沢小学校区 18名
北守谷児童クラブ 御所ケ丘小学校区 10名 大野児童クラブ 大野小学校区 17名
南守谷児童クラブ 松ケ丘小学校区 16名 高野児童クラブ 高野小学校区 18名
郷州児童クラブ 郷州小学校区 9名 松前台児童クラブ 松前台小学校区 13名
黒内児童クラブ 黒内小学校区 12名

28


